
魏志倭人伝を読むを読む読むむ

【邪馬台国はどこにあったはどこにあった?!】

本文から・・・から・・・
    魏志倭人伝を読むの読み方はのポイントは、読むみ方はのポイントは、方はのポイントは、はの読み方はのポイントは、ポイントは、は、

・魏（中国はどこにあった）側から来た（使者）人が見た倭（日本）の姿であると考え。から来た（使者）人が見た倭（日本）の姿であると考え。た（使者）人が見た倭（日本）の姿であると考え。見た倭（日本）の姿であると考え。た倭（日本）の読み方はのポイントは、姿であると考え。であると考え。考え。え。

・行ったところは、必ず「方角と里程及びどのように行ったか」が書かれています。ったと考え。ころは、必ず「方角と里程及びどのように行ったか」が書かれています。ず「方角と里程及びどのように行ったか」が書かれています。方はのポイントは、角と里程及びどのように行ったか」が書かれています。と考え。里程及びどのように行ったか」が書かれています。びどの読み方はのポイントは、ように行ったところは、必ず「方角と里程及びどのように行ったか」が書かれています。ったか」が見た倭（日本）の姿であると考え。書かれています。かれています。

  具体的には「東南陸行、五百里、伊都国に到る」・「始めて一海を渡る、千余里対海国に至る」には「方角と里程及びどのように行ったか」が書かれています。東南陸行ったところは、必ず「方角と里程及びどのように行ったか」が書かれています。、五百里、伊都国はどこにあったに到る」・「始めて一海を渡る、千余里対海国に至る」る」・「方角と里程及びどのように行ったか」が書かれています。始めて一海を渡る、千余里対海国に至る」めて一海を渡る、千余里対海国に至る」を読む渡る、千余里対海国に至る」る、千余里対海を渡る、千余里対海国に至る」国はどこにあったに至る」る」

 「方角と里程及びどのように行ったか」が書かれています。東行ったところは、必ず「方角と里程及びどのように行ったか」が書かれています。、不弥国はどこにあったに至る」ること考え。百里」・・・など。
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１．魏志倭人伝を読む【邪馬台国はどこにあったを読む【邪馬台国はどこにあった読む【邪馬台国はどこにあったむ【邪馬台国はどこにあった邪馬台国はどこにあったはどこにあった?!】

邪馬台国はどこにあった（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。いこと議論されています。されています。

現在、北部九州説と畿内説（近畿地方説）が有力ですが、その論争のもとになっていると畿内説と畿内説（近畿地方説）が有力ですが、その論争のもとになっている（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。近畿地方説と畿内説（近畿地方説）が有力ですが、その論争のもとになっている）が有力ですが、その論争のもとになっているですが、その論争のもとになっている論されています。争のもとになっているの論争のもとになっているもとになっている

の論争のもとになっているが魏志倭人伝を読む【邪馬台国はどこにあった（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。ぎしわじんでん）での論争のもとになっている邪馬台国はどこにあったについての論争のもとになっている文章です。です。

①そもそも魏志倭人伝を読む【邪馬台国はどこにあったとはどんなもの論争のもとになっている？？

「魏志（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。ぎし）」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。とは中国はどこにあったにあった魏（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。ぎ）という国はどこにあったの論争のもとになっている歴史書（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。正史）の論争のもとになっていることです。

「倭人（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。わじん）」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。とは倭（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。わ）の論争のもとになっている国はどこにあったの論争のもとになっている人、つまり昔の日本人です。昔の日本人です。の論争のもとになっている日本人です。

簡単に言うと「魏の歴史書にある日本人についての記録」ということです。に言うと「魏の歴史書にある日本人についての記録」ということです。うと「魏の論争のもとになっている歴史書にある日本人についての論争のもとになっている記録」ということです。」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。ということです。

ここで単に言うと「魏の歴史書にある日本人についての記録」ということです。純な疑問・・・なんで外国の人が書いた歴史書を頼るのでしょうか？な疑問・・・なんで外国はどこにあったの論争のもとになっている人が書いた歴史書を読む【邪馬台国はどこにあった頼るのでしょうか？るの論争のもとになっているでしょうか？

倭（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。日本）の論争のもとになっている人が自分で書いたものを見れば一番正確なのではと思ってしまいます。で書いたもの論争のもとになっているを読む【邪馬台国はどこにあった見れば一番正確なのではと思ってしまいます。れば一番正確なのではと思ってしまいます。一番正確なのではと思ってしまいます。なの論争のもとになっているではと思ってしまいます。ってしまいます。

日本最古と云われている「古事記・日本書紀等」には、邪馬台国や卑弥呼は一切出てきと云われている「古事記・日本書紀等」には、邪馬台国や卑弥呼は一切出てきわれている「古と云われている「古事記・日本書紀等」には、邪馬台国や卑弥呼は一切出てき事記・日本書紀等」には、邪馬台国や卑弥呼は一切出てき」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。には、邪馬台国はどこにあったや卑弥呼は一切出てきは一切出てきてき

ません。それで、外国はどこにあったの論争のもとになっている記録」ということです。を読む【邪馬台国はどこにあった頼るのでしょうか？り昔の日本人です。にするしかないんです。

②魏志倭人伝を読む【邪馬台国はどこにあったという書物があるわけではないがあるわけではない

魏志倭人伝を読む【邪馬台国はどこにあったという書物があるわけではないがあるの論争のもとになっているかと思ってしまいます。ってしまいますが、実はそうではありません。はそうではあり昔の日本人です。ません。

魏志倭人伝を読む【邪馬台国はどこにあったは「三国はどこにあった志（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。魏・呉・蜀）」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。の論争のもとになっている中の論争のもとになっている「魏書」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。の論争のもとになっている さらにその論争のもとになっている中の論争のもとになっている第三十巻「烏

丸・鮮卑・東夷伝を読む【邪馬台国はどこにあった」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。に書かれている「倭人条」の呼び名です。」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。の論争のもとになっている呼は一切出てきび名です。名です。です。

倭国はどこにあった伝を読む【邪馬台国はどこにあったではあり昔の日本人です。ません。

↓ 図にするとこんな感じです。にするとこんな感じです。じです。

つまり昔の日本人です。、魏志倭人伝を読む【邪馬台国はどこにあったは中国はどこにあったの論争のもとになっている正史と云われている「古事記・日本書紀等」には、邪馬台国や卑弥呼は一切出てきわれている三国はどこにあった

志六十五巻の論争のもとになっているほんの論争のもとになっている一部に書かれた文章です。の論争のもとになっていることなの論争のもとになっているで

す。

文字数は約は約 2000 字程度しかありません。しかあり昔の日本人です。ません。

つまり昔の日本人です。、倭（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。日本）の論争のもとになっていることだけを読む【邪馬台国はどこにあった調べて書かれたものべて書かれたもの論争のもとになっている

ではないの論争のもとになっているです。この論争のもとになっていることは魏志倭人伝を読む【邪馬台国はどこにあったを読む【邪馬台国はどこにあった読む【邪馬台国はどこにあったむ上で知っておかなければなりません。で知っておかなければなりません。っておかなければ一番正確なのではと思ってしまいます。なり昔の日本人です。ません。

③いつ誰が書いたのかが書いたの論争のもとになっているか

三国はどこにあった志は 3 世紀末のの論争のもとになっている 280 年〜290 年代に書かれていますので、魏志倭人伝もその時期に書かれていますの論争のもとになっているで、魏志倭人伝を読む【邪馬台国はどこにあったもその論争のもとになっている時期

に書かれたもの論争のもとになっているです。

陳寿という官僚が、実際に倭（日本）に行った人（使者）の話を聞き、それをまとめてという官僚が、実際に倭（日本）に行った人（使者）の話を聞き、それをまとめてが、実はそうではありません。際に倭（日本）に行った人（使者）の話を聞き、それをまとめてに倭（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。日本）に行った人（使者）の話を聞き、それをまとめてった人（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。使者）の論争のもとになっている話を聞き、それをまとめてを読む【邪馬台国はどこにあった聞き、それをまとめてき、それを読む【邪馬台国はどこにあったまとめて

記していると考えられます。えられます。
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魏志倭人伝を読む【邪馬台国はどこにあったの論争のもとになっている中には「〇〇（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。当時中国はどこにあったにあった地名です。）に似ている」とか「（中国におけている」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。とか「（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。中国はどこにあったにおけ

る）〇〇の論争のもとになっているような風習である」というような文章がいくつかあります。そのことから、である」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。というような文章です。がいくつかあり昔の日本人です。ます。その論争のもとになっていることから、

魏（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。中国はどこにあった）側から来た人（使者）が見た倭（日本）の姿であると考えられます。から来た人（使者）が見た倭（日本）の姿であると考えられます。た人（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。使者）が見れば一番正確なのではと思ってしまいます。た倭（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。日本）の論争のもとになっている姿であると考えられます。であると考えられます。えられます。

④いつの論争のもとになっている時代に書かれていますので、魏志倭人伝もその時期の論争のもとになっている倭（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。日本）が書かれているの論争のもとになっているか

魏志倭人伝を読む【邪馬台国はどこにあったには「景初 2 年」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。などの論争のもとになっている年号が出てきます。これは西暦が出てきてきます。これは西暦 238 年の論争のもとになっていることです。

魏志倭人伝を読む【邪馬台国はどこにあったは 280 年〜290 年代に書かれていますので、魏志倭人伝もその時期に書かれていますの論争のもとになっているで、書かれたときから 40〜50

年ほど前の倭（日本）のことを書いています。かなり近い時代のことを書いていますのの論争のもとになっている倭（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。日本）の論争のもとになっていることを読む【邪馬台国はどこにあった書いています。かなり昔の日本人です。近い時代に書かれていますので、魏志倭人伝もその時期の論争のもとになっていることを読む【邪馬台国はどこにあった書いていますの論争のもとになっている

で、そういう意味では信ぴょう性が高いのではないかと考えられています。では信ぴょう性が高いのではないかと考えられています。ぴょう性が高いのではないかと考えられています。が高いのではないかと考えられています。いの論争のもとになっているではないかと考えられます。えられています。

その論争のもとになっているため、魏志倭人伝を読む【邪馬台国はどこにあったは邪馬台国はどこにあった研究で重要な材料として取り上げられています。で重要な材料として取り上げられています。な材料として取り上げられています。として取り上げられています。り昔の日本人です。上で知っておかなければなりません。げられています。

⑤当時の論争のもとになっている倭（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。日本）の論争のもとになっている状況

魏志倭人伝を読む【邪馬台国はどこにあったに書かれている時代に書かれていますので、魏志倭人伝もその時期の論争のもとになっている倭（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。日本）は↓こんな
状況でした。

▲ 倭国はどこにあったという大きなくくりの中に、きなくくり昔の日本人です。の論争のもとになっている中に、30 の論争のもとになっている国はどこにあったがあると

書かれています。里程から考えられます。えると今の県のような小の論争のもとになっている県のような小の論争のもとになっているような小

さな単に言うと「魏の歴史書にある日本人についての記録」ということです。位で国があったと思われます。で国はどこにあったがあったと思ってしまいます。われます。

そして、その論争のもとになっている中に卑弥呼は一切出てきを読む【邪馬台国はどこにあった女王とする邪馬台国がありとする邪馬台国はどこにあったがあり昔の日本人です。

ました。一般に、卑弥呼が女王になる前までは争いがに、卑弥呼は一切出てきが女王とする邪馬台国がありになる前の倭（日本）のことを書いています。かなり近い時代のことを書いていますのまでは争のもとになっているいが

ずっと続いていて、各国が卑弥呼を倭国の女王にたてて認めてからは争いがなくなったいていて、各国はどこにあったが卑弥呼は一切出てきを読む【邪馬台国はどこにあった倭国はどこにあったの論争のもとになっている女王とする邪馬台国がありにたてて認めてからは争いがなくなっためてからは争のもとになっているいがなくなった

と言うと「魏の歴史書にある日本人についての記録」ということです。われています。

しかし、魏志倭人伝を読む【邪馬台国はどこにあったにははっきり昔の日本人です。と卑弥呼は一切出てきが女王とする邪馬台国がありになったことで争のもとになっているいがなくなったとは

書かれておらず、「争のもとになっているいが続いていて、各国が卑弥呼を倭国の女王にたてて認めてからは争いがなくなったいていた」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。ともとれ仲裁？の論争のもとになっているため「塞曹掾史張政等」には、邪馬台国や卑弥呼は一切出てきを読む【邪馬台国はどこにあった遣わわ

し」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。たと魏志倭人伝を読む【邪馬台国はどこにあったに書かれています。

魏志倭人伝を読む【邪馬台国はどこにあったには邪馬台国はどこにあったが、はるか遠くの魏に貢物（みつぎもの）を送り、これを喜んくの論争のもとになっている魏に貢物があるわけではない（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。みつぎもの論争のもとになっている）を読む【邪馬台国はどこにあった送り、これを喜んり昔の日本人です。、これを読む【邪馬台国はどこにあった喜んん

だ魏の論争のもとになっている皇帝は卑弥呼を倭（日本）の王だと認定する「親魏倭王（しんぎわおう）」の称は卑弥呼は一切出てきを読む【邪馬台国はどこにあった倭（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。日本）の論争のもとになっている王とする邪馬台国がありだと認めてからは争いがなくなった定する「親魏倭王（しんぎわおう）」の称する「親魏倭王とする邪馬台国があり（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。しんぎわおう）」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。の論争のもとになっている称

号が出てきます。これは西暦を読む【邪馬台国はどこにあった送り、これを喜んったとも書かれています。わざわざ魏から称号が出てきます。これは西暦を読む【邪馬台国はどこにあったもらわなければ一番正確なのではと思ってしまいます。いけない状況

（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。三国はどこにあった対立と朝鮮半島情勢）と、国内では、やはり卑弥呼を女王とすることを不満に思と朝鮮半島情勢）と、国はどこにあった内では、やはり昔の日本人です。卑弥呼は一切出てきを読む【邪馬台国はどこにあった女王とする邪馬台国がありとすることを読む【邪馬台国はどこにあった不満に思に思ってしまいます。

う人たちがいて争のもとになっているいがおきていたの論争のもとになっているでしょうか。魏志倭人伝を読む【邪馬台国はどこにあったには「“倭の女王卑弥呼、倭の論争のもとになっている女王とする邪馬台国があり卑弥呼は一切出てき、

狗奴國の男王卑弥弓呼と素より和せず。“」と書かれています。の論争のもとになっている男王とする邪馬台国があり卑弥弓呼は一切出てきと素より和せず。“」と書かれています。より昔の日本人です。和せず。“」と書かれています。せず。“倭の女王卑弥呼、」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。と書かれています。
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ただ、魏志倭人伝を読む【邪馬台国はどこにあったには邪馬台国はどこにあった以外の論争のもとになっている国はどこにあったはどの論争のもとになっている国はどこにあったも「家が数千戸である」と書かれていが数は約千戸である」と書かれていである」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。と書かれてい

るの論争のもとになっているに、邪馬台国はどこにあったは「七万戸である」と書かれていの論争のもとになっている家が数千戸である」と書かれていがある」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。と書かれていますの論争のもとになっているで、かなり昔の日本人です。大きなくくりの中に、きな力ですが、その論争のもとになっていると権

力ですが、その論争のもとになっているを読む【邪馬台国はどこにあった持った国であったことは間違いないようです。った国はどこにあったであったことは間違いないようです。いないようです。

では実はそうではありません。際に倭（日本）に行った人（使者）の話を聞き、それをまとめてに書かれている邪馬台国はどこにあったまでの論争のもとになっている道のりを見てみましょう。の論争のもとになっているり昔の日本人です。を読む【邪馬台国はどこにあった見れば一番正確なのではと思ってしまいます。てみましょう。

２．邪馬台国はどこにあったまでの論争のもとになっている道のりを見てみましょう。の論争のもとになっているり昔の日本人です。（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。通説と畿内説（近畿地方説）が有力ですが、その論争のもとになっていると別説と畿内説（近畿地方説）が有力ですが、その論争のもとになっているを読む【邪馬台国はどこにあった併記しました）

・・里程とルートは下記を参考にしました。は下記を読む【邪馬台国はどこにあった参考えられます。にしました。

（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。20150225発行った人（使者）の話を聞き、それをまとめて:図にするとこんな感じです。説と畿内説（近畿地方説）が有力ですが、その論争のもとになっている　日本史通覧、株式会社帝は卑弥呼を倭（日本）の王だと認定する「親魏倭王（しんぎわおう）」の称国はどこにあった書院、監修：黒田日出てき男）

魏志倭人伝を読む【邪馬台国はどこにあったには邪馬台国はどこにあったまでの論争のもとになっている道のりを見てみましょう。の論争のもとになっているり昔の日本人です。が書かれています。〇〇国はどこにあったがあって、その論争のもとになっている南に〇に〇

〇国はどこにあったがあって・・・・と里程と方角が順をおって書かれていて、その国ごとの特徴・どが順をおって書かれていて、その国ごとの特徴・どを読む【邪馬台国はどこにあったおって書かれていて、その論争のもとになっている国はどこにあったごとの論争のもとになっている特徴・ど

れぐらいの論争のもとになっている戸である」と書かれてい数は約の論争のもとになっている家が数千戸である」と書かれていがあるかなども書かれています。

・“倭の女王卑弥呼、倭人は帯方の論争のもとになっている東南に〇大きなくくりの中に、海の中にあり、山島に依りて國邑をなす。旧百余國。漢の時朝見の論争のもとになっている中にあり昔の日本人です。、山島に依りて國邑をなす。旧百余國。漢の時朝見り昔の日本人です。て國の男王卑弥弓呼と素より和せず。“」と書かれています。邑をなす。旧百余國。漢の時朝見を読む【邪馬台国はどこにあったなす。旧百余國の男王卑弥弓呼と素より和せず。“」と書かれています。。漢の時朝見の論争のもとになっている時朝見れば一番正確なのではと思ってしまいます。
する者あり昔の日本人です。、今の県のような小、使譯通ずる所三十國の男王卑弥弓呼と素より和せず。“」と書かれています。。”

・“倭の女王卑弥呼、郡より倭に至るには、海岸に循ひて水行し、韓國を歴るに乍ち南し乍ち東し、その北より昔の日本人です。倭に至るには、海岸に循ひて水行し、韓國を歴るに乍ち南し乍ち東し、その北るには、海の中にあり、山島に依りて國邑をなす。旧百余國。漢の時朝見岸に循ひて水行し、韓國を歴るに乍ち南し乍ち東し、その北に循ひて水行し、韓國を歴るに乍ち南し乍ち東し、その北ひて水行った人（使者）の話を聞き、それをまとめてし、韓國の男王卑弥弓呼と素より和せず。“」と書かれています。を読む【邪馬台国はどこにあった歴るに乍ち南し乍ち東し、その北ち南に〇し乍ち南し乍ち東し、その北ち東し、その論争のもとになっている北
岸に循ひて水行し、韓國を歴るに乍ち南し乍ち東し、その北狗邪韓國の男王卑弥弓呼と素より和せず。“」と書かれています。に至るには、海岸に循ひて水行し、韓國を歴るに乍ち南し乍ち東し、その北る七千余里。“倭の女王卑弥呼、

まず「倭（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。日本）は東南に〇大きなくくりの中に、海の中にあり、山島に依りて國邑をなす。旧百余國。漢の時朝見の論争のもとになっている中にあり昔の日本人です。、山島の論争のもとになっている中に国はどこにあったがあって漢の時朝見の論争のもとになっている時朝貢するもの論争のもとになっているあ

り昔の日本人です。」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。、その論争のもとになっている時は百余国はどこにあったあったが、今の県のような小、やってきたの論争のもとになっているは三十国はどこにあったであると書かれています。

東南に〇の論争のもとになっている島と言うと「魏の歴史書にある日本人についての記録」ということです。うとこれは九州又は四国のような印象です。は四国はどこにあったの論争のもとになっているような印象です。です。

（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。当時、本州は島かどうかわかり昔の日本人です。ませんでした。）

そして、倭（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。日本）に行った人（使者）の話を聞き、それをまとめてくには帯方郡より倭に至るには、海岸に循ひて水行し、韓國を歴るに乍ち南し乍ち東し、その北からは海の中にあり、山島に依りて國邑をなす。旧百余國。漢の時朝見岸に循ひて水行し、韓國を歴るに乍ち南し乍ち東し、その北に沿って「水行」し、韓国に入ると陸って「水行った人（使者）の話を聞き、それをまとめて」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。し、韓国はどこにあったに入ると陸ると陸

路で南へ行ったり東へ行ったりして「で南に〇へ行ったり東へ行ったりして「行った人（使者）の話を聞き、それをまとめてったり昔の日本人です。東へ行ったり東へ行ったりして「行った人（使者）の話を聞き、それをまとめてったり昔の日本人です。して「狗邪韓国はどこにあった（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。くやかんこく）」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。倭の論争のもとになっている北岸に循ひて水行し、韓國を歴るに乍ち南し乍ち東し、その北と書かれ

ています。）まで、七千余里あったと書かれています。「狗邪韓国はどこにあった（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。くやかんこく）」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。

まで倭国はどこにあったなの論争のもとになっているでしょうか。

そこからから海の中にあり、山島に依りて國邑をなす。旧百余國。漢の時朝見を読む【邪馬台国はどこにあった渡ると書かれています。これは名前から判断して現在の韓国の南端でると書かれています。これは名です。前の倭（日本）のことを書いています。かなり近い時代のことを書いていますのから判断して現在の韓国の南端でして現在の論争のもとになっている韓国はどこにあったの論争のもとになっている南に〇端でで

しょうか。

・“倭の女王卑弥呼、始めて一海を度る、千余里、対海國に至る。”めて一海の中にあり、山島に依りて國邑をなす。旧百余國。漢の時朝見を読む【邪馬台国はどこにあった度しかありません。る、千余里、対海の中にあり、山島に依りて國邑をなす。旧百余國。漢の時朝見國の男王卑弥弓呼と素より和せず。“」と書かれています。に至るには、海岸に循ひて水行し、韓國を歴るに乍ち南し乍ち東し、その北る。”

▲ そこからはじめて海の中にあり、山島に依りて國邑をなす。旧百余國。漢の時朝見を読む【邪馬台国はどこにあった渡ると書かれています。これは名前から判断して現在の韓国の南端でる千余里で「対海の中にあり、山島に依りて國邑をなす。旧百余國。漢の時朝見国はどこにあった（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。対馬

国はどこにあった）」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。に着くと書かれています。「方四百余里」の島くと書かれています。「方四百余里」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。の論争のもとになっている島

とあり昔の日本人です。ます。これはもちろん対馬ですね。

「注：対海の中にあり、山島に依りて國邑をなす。旧百余國。漢の時朝見国はどこにあった・・・中華書局標点本は、現在の論争のもとになっている地名です。の論争のもとになっている

「対馬国はどこにあった」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。としています。」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。
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・“倭の女王卑弥呼、又は四国のような印象です。、南に〇、一海の中にあり、山島に依りて國邑をなす。旧百余國。漢の時朝見を読む【邪馬台国はどこにあった度しかありません。る、千余里、名です。づけて瀚海の中にあり、山島に依りて國邑をなす。旧百余國。漢の時朝見と日う。一大きなくくりの中に、國の男王卑弥弓呼と素より和せず。“」と書かれています。に至るには、海岸に循ひて水行し、韓國を歴るに乍ち南し乍ち東し、その北る。”

▲ そして又は四国のような印象です。海の中にあり、山島に依りて國邑をなす。旧百余國。漢の時朝見を読む【邪馬台国はどこにあった渡ると書かれています。これは名前から判断して現在の韓国の南端でると千余里で「一大きなくくりの中に、国はどこにあった」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。です。

「方三百里」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。の論争のもとになっている島とあり昔の日本人です。ます。

これは壱岐島で間違いないようです。いないでしょう。

・“倭の女王卑弥呼、又は四国のような印象です。、一海の中にあり、山島に依りて國邑をなす。旧百余國。漢の時朝見を読む【邪馬台国はどこにあった度しかありません。る、千余里、末の盧國の男王卑弥弓呼と素より和せず。“」と書かれています。に至るには、海岸に循ひて水行し、韓國を歴るに乍ち南し乍ち東し、その北る。”

▲ さらに又は四国のような印象です。海の中にあり、山島に依りて國邑をなす。旧百余國。漢の時朝見を読む【邪馬台国はどこにあった渡ると書かれています。これは名前から判断して現在の韓国の南端でると千余里で「末の盧国はどこにあった（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。まつろこく、

もしくは まつらこく）」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。です。これは佐賀県のような小北部の論争のもとになっている松

浦半島の論争のもとになっている周辺だと考えられています。だと考えられます。えられています。

・“倭の女王卑弥呼、東南に〇陸行った人（使者）の話を聞き、それをまとめて、五百里、伊都國の男王卑弥弓呼と素より和せず。“」と書かれています。に到る。”る。”

▲ 陸路で南へ行ったり東へ行ったりして「を読む【邪馬台国はどこにあった東南に〇に行った人（使者）の話を聞き、それをまとめてくと五百里で「伊都国はどこにあった（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。いとこ

く）」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。に着くと書かれています。「方四百余里」の島いたとあり昔の日本人です。ます。

これは現在の論争のもとになっている福岡県のような小糸島市周辺だと考えられています。だと考えられます。えられています。

糸島市ではたくさんの論争のもとになっている遺跡も見つかっています。も見れば一番正確なのではと思ってしまいます。つかっています。

・“倭の女王卑弥呼、東南に〇奴國の男王卑弥弓呼と素より和せず。“」と書かれています。に至るには、海岸に循ひて水行し、韓國を歴るに乍ち南し乍ち東し、その北ること百里。”

▲ そこからさらに東南に〇には「奴国はどこにあった（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。なこく）」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。があ

り昔の日本人です。ます。これは現在の論争のもとになっている福岡県のような小北部地方だと考えられます。えられて

います。春日市などでは 3 世紀頃の遺跡がたくさんの論争のもとになっている遺跡も見つかっています。がたくさん

見れば一番正確なのではと思ってしまいます。つかっています。また、（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。通説と畿内説（近畿地方説）が有力ですが、その論争のもとになっているでは）「那の津」やの論争のもとになっている津」や」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。や

「那の津」や珂川」など「な」という地名からもその可能性は」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。など「な」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。という地名です。からもその論争のもとになっている可能性が高いのではないかと考えられています。は

高いのではないかと考えられています。いと考えられます。えられています。

「注：（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。別説と畿内説（近畿地方説）が有力ですが、その論争のもとになっているでは）そこから「東南に〇の論争のもとになっている「奴国はどこにあった（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。なこく）」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。に至るには、海岸に循ひて水行し、韓國を歴るに乍ち南し乍ち東し、その北るには百里」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。と書いてあ

り昔の日本人です。ますが、行った人（使者）の話を聞き、それをまとめてったとは書いてあり昔の日本人です。ません。これまでの論争のもとになっているように「陸行った人（使者）の話を聞き、それをまとめて」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。又は四国のような印象です。は「水行った人（使者）の話を聞き、それをまとめて」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。で
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「行った人（使者）の話を聞き、それをまとめてく」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。とはあり昔の日本人です。ません。ですから「奴国はどこにあった（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。なこく）」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。には行った人（使者）の話を聞き、それをまとめてかずに次は「は「不弥国はどこにあった（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。ふ

みこく）」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。です。」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。

・東行った人（使者）の話を聞き、それをまとめて、不彌國の男王卑弥弓呼と素より和せず。“」と書かれています。に至るには、海岸に循ひて水行し、韓國を歴るに乍ち南し乍ち東し、その北ること百里。

▲ そこから東に行った人（使者）の話を聞き、それをまとめてくと百里で「不弥国はどこにあった（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。ふみこ

く）」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。です。これは現在の論争のもとになっている福岡県のような小宇美（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。うみ）町ではでは

ないかと考えられます。えられていますが、名です。前の倭（日本）のことを書いています。かなり近い時代のことを書いていますのがちょっと似ている」とか「（中国におけてい

ること以外の論争のもとになっている証拠はないようです。はないようです。

通説と畿内説（近畿地方説）が有力ですが、その論争のもとになっているでは、この論争のもとになっているあたり昔の日本人です。からだんだん あやしくなって

いきます。

・“倭の女王卑弥呼、南に〇、投馬國の男王卑弥弓呼と素より和せず。“」と書かれています。に至るには、海岸に循ひて水行し、韓國を歴るに乍ち南し乍ち東し、その北ること、水行った人（使者）の話を聞き、それをまとめて二十日。”

▲ 通説と畿内説（近畿地方説）が有力ですが、その論争のもとになっているでは、次は「の論争のもとになっている「投馬国はどこにあった（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。とうまこく）」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。で完全

にわからなくなってしまいます。というの論争のもとになっているも、「南に〇、

投馬国はどこにあったに至るには、海岸に循ひて水行し、韓國を歴るに乍ち南し乍ち東し、その北ること水行った人（使者）の話を聞き、それをまとめて二十日」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。と書かれているの論争のもとになっているです。

宇美町ではは内陸部にあり昔の日本人です。ますし、大きなくくりの中に、きな川」など「な」という地名からもその可能性はもあり昔の日本人です。ません

の論争のもとになっているで「水路で南へ行ったり東へ行ったりして「」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。とどうしても結びつかないのです。び名です。つかないの論争のもとになっているです。

もし強引に水路をに水路で南へ行ったり東へ行ったりして「を読む【邪馬台国はどこにあった 20 日進むとしたら、鹿児島よりはむとしたら、鹿児島より昔の日本人です。は

るか南に〇の論争のもとになっている海の中にあり、山島に依りて國邑をなす。旧百余國。漢の時朝見の論争のもとになっている上で知っておかなければなりません。ということになり昔の日本人です。ます。で南に〇の論争のもとになっている投馬国はどこにあった

へ行ったり東へ行ったりして「行った人（使者）の話を聞き、それをまとめてくには、水行った人（使者）の話を聞き、それをまとめて二十日と読む【邪馬台国はどこにあったみます。やはり昔の日本人です。海の中にあり、山島に依りて國邑をなす。旧百余國。漢の時朝見上で知っておかなければなりません。ですか。

「注：（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。別説と畿内説（近畿地方説）が有力ですが、その論争のもとになっているでは）これもそこから南に〇の論争のもとになっている「投馬国はどこにあった（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。とうまこく）」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。に至るには、海岸に循ひて水行し、韓國を歴るに乍ち南し乍ち東し、その北るには水行った人（使者）の話を聞き、それをまとめて二十

日と書いてあり昔の日本人です。ますが、行った人（使者）の話を聞き、それをまとめてったとは書いてあり昔の日本人です。ません。これまでの論争のもとになっているよう「陸行った人（使者）の話を聞き、それをまとめて」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。又は四国のような印象です。は

「水行った人（使者）の話を聞き、それをまとめて」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。で「行った人（使者）の話を聞き、それをまとめてく」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。とはあり昔の日本人です。ません。南に〇行った人（使者）の話を聞き、それをまとめてすると書いてあり昔の日本人です。ません。（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。南に〇の論争のもとになっている方角が順をおって書かれていて、その国ごとの特徴・ど）に

「投馬国はどこにあった（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。とうまこく）」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。があり昔の日本人です。水行った人（使者）の話を聞き、それをまとめて二十日の論争のもとになっている距離と説明しています。と説と畿内説（近畿地方説）が有力ですが、その論争のもとになっている明しています。しています。

ですから「投馬国はどこにあった（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。とうまこく）」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。には行った人（使者）の話を聞き、それをまとめてかずに次は「は「邪馬壹国はどこにあった（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。やまいちこく）」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。で

す。」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。

３．国はどこにあった名です。の論争のもとになっている「邪馬台国はどこにあった」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。について

　現在（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。過去も）出版本及びネットで提供されていも）出てき版本及びネットで提供されていび名です。ネットは下記を参考にしました。で提供されていされてい

る魏志倭人伝を読む【邪馬台国はどこにあったには「邪馬壹国はどこにあった（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。やまいちこく）」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。と

書かれていて「邪馬台国はどこにあった（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。やまたいこく）」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。とは書

かれていません。なぜか「邪馬壹国はどこにあったを読む【邪馬台国はどこにあった（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。やまたいこ

く又は四国のような印象です。はやまとこく）」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。と読む【邪馬台国はどこにあったんでいるんですね。

ですから邪馬台国はどこにあったと書いてある「原本」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。はないんで

すね。
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通説と畿内説（近畿地方説）が有力ですが、その論争のもとになっているを読む【邪馬台国はどこにあった続いていて、各国が卑弥呼を倭国の女王にたてて認めてからは争いがなくなったけます。で、結びつかないのです。局邪馬台国はどこにあったはどこ・・・？

▲そして（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。通説と畿内説（近畿地方説）が有力ですが、その論争のもとになっているでは）次は「がいよいよ邪馬台国はどこにあったなの論争のもとになっているですが、さらに謎な展開に！なんと、な展開に！なんと、に！なんと、

そこからさらに南に〇に水路で南へ行ったり東へ行ったりして「を読む【邪馬台国はどこにあった十日、陸路で南へ行ったり東へ行ったりして「を読む【邪馬台国はどこにあった一ヶ月月と書かれているの論争のもとになっているです！！

４．風俗習である」というような文章がいくつかあります。そのことから、慣についてについて

ところで、魏志倭人伝を読む【邪馬台国はどこにあったには当時の論争のもとになっている倭（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。日本）の論争のもとになっている人々がどんな様子だったかも記されていがどんな様子だったかも記されていだったかも記されてい

ます。ちょっと話を聞き、それをまとめてはそれますが、ついでなの論争のもとになっているで日本にはどの論争のもとになっているような人たちが住んでいたんでいた

の論争のもとになっているかを読む【邪馬台国はどこにあった見れば一番正確なのではと思ってしまいます。てみましょう。

・服装・身なり食べ物なり昔の日本人です。食べ物べ物があるわけではない

・男性が高いのではないかと考えられています。は、偉い人も民衆もみんな顔や体に刺青（いれずみ）をしている。その刺青（いい人も民衆もみんな顔や体に刺青（いれずみ）をしている。その刺青（いもみんな顔や体に刺青（いれずみ）をしている。その刺青（いや体に刺青（いれずみ）をしている。その刺青（いに刺青（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。いれずみ）を読む【邪馬台国はどこにあったしている。その論争のもとになっている刺青（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。い

れずみ）は階級によって入れる場所や大きさが違う。刺青（いれずみ）はおまじないのによって入ると陸れる場所や大きなくくりの中に、きさが違いないようです。う。刺青（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。いれずみ）はおまじないの論争のもとになっている

意味では信ぴょう性が高いのではないかと考えられています。もある。

・男性が高いのではないかと考えられています。は。はちまきを読む【邪馬台国はどこにあったつけて布を体に巻いている。を読む【邪馬台国はどこにあった体に刺青（いれずみ）をしている。その刺青（いに巻いている。

・女性が高いのではないかと考えられています。は、真ん中に穴の空いた布に頭を入れた服を着ている。ん中に穴の空いた布に頭を入れた服を着ている。の論争のもとになっている空いた布に頭を入れた服を着ている。いた布を体に巻いている。に頭を入れた服を着ている。を読む【邪馬台国はどこにあった入ると陸れた服を読む【邪馬台国はどこにあった着くと書かれています。「方四百余里」の島ている。

・みんな裸足で生活している。で生活している。している。

・身なり食べ物体に刺青（いれずみ）をしている。その刺青（いに朱丹を塗る。を読む【邪馬台国はどこにあった塗る。る。

・矛（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。ほこ）、楯（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。たて）、木でできた弓を使っている。でできた弓を読む【邪馬台国はどこにあった使っている。

・食べ物べ物があるわけではない
・海の中にあり、山島に依りて國邑をなす。旧百余國。漢の時朝見に潜って魚や貝をとっている。って魚や貝をとっている。や貝をとっている。を読む【邪馬台国はどこにあったとっている。
・一年中生野菜を食べている。を読む【邪馬台国はどこにあった食べ物べている。
・竹や木でできた器に入れた食べ物を手で食べている。や木でできた弓を使っている。でできた器に入れた食べ物を手で食べている。に入ると陸れた食べ物べ物があるわけではないを読む【邪馬台国はどこにあった手で食べている。で食べ物べている。

・風習である」というような文章がいくつかあります。そのことから、

・人が死ぬと土を盛って塚を作る。その後十日間ほどは肉を食べない。遺族の代表は泣ぬと土を盛って塚を作る。その後十日間ほどは肉を食べない。遺族の代表は泣を読む【邪馬台国はどこにあった盛って塚を作る。その後十日間ほどは肉を食べない。遺族の代表は泣って塚を作る。その後十日間ほどは肉を食べない。遺族の代表は泣を読む【邪馬台国はどこにあった作る。その後十日間ほどは肉を食べない。遺族の代表は泣る。その論争のもとになっている後十日間ほどは肉を食べない。遺族の代表は泣を読む【邪馬台国はどこにあった食べ物べない。遺族の代表は泣の論争のもとになっている代に書かれていますので、魏志倭人伝もその時期表は泣は泣

き明しています。かし、それ以外の論争のもとになっている人はお酒を飲んで歌い、踊る。葬った後は家族で禊（みそぎ＝川を読む【邪馬台国はどこにあった飲んで歌い、踊る。葬った後は家族で禊（みそぎ＝川んで歌い、踊る。葬った後は家族で禊（みそぎ＝川い、踊る。葬った後は家族で禊（みそぎ＝川る。葬った後は家族で禊（みそぎ＝川った後は家が数千戸である」と書かれてい族の代表は泣で禊（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。みそぎ＝川川」など「な」という地名からもその可能性は

や海の中にあり、山島に依りて國邑をなす。旧百余國。漢の時朝見の論争のもとになっている水で体に刺青（いれずみ）をしている。その刺青（いを読む【邪馬台国はどこにあった清める）をする。める）を読む【邪馬台国はどこにあったする。

・中国はどこにあったに使者を読む【邪馬台国はどこにあった送り、これを喜んるときには持った国であったことは間違いないようです。衰（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。じさい）を読む【邪馬台国はどこにあった立と朝鮮半島情勢）と、国内では、やはり卑弥呼を女王とすることを不満に思てる。持った国であったことは間違いないようです。衰は体に刺青（いれずみ）をしている。その刺青（いを読む【邪馬台国はどこにあった洗ったりせず、肉もったり昔の日本人です。せず、肉を食べない。遺族の代表は泣も

食べ物べず、婦人を読む【邪馬台国はどこにあった近づけず、という状態にさせる。使者の旅がうまくいけばご褒美を与えにさせる。使者の論争のもとになっている旅がうまくいけばご褒美を与えがうまくいけば一番正確なのではと思ってしまいます。ご褒美を読む【邪馬台国はどこにあった与ええ

るけれども、暴風雨などで旅がうまくいかなかったら殺されてしまう。などで旅がうまくいけばご褒美を与えがうまくいかなかったら殺されてしまう。されてしまう。

・倭人は、百歳（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。平均八十～九十歳）ぐらいまで生きる

・偉い人も民衆もみんな顔や体に刺青（いれずみ）をしている。その刺青（いい人（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。大きなくくりの中に、人）は 4〜5 人の論争のもとになっている奥さんがいる。偉い人でなくても（下戸）さんがいる。偉い人も民衆もみんな顔や体に刺青（いれずみ）をしている。その刺青（いい人でなくても（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。下戸である」と書かれてい）2〜3 人の論争のもとになっている奥さんがいる。偉い人でなくても（下戸）

さんの論争のもとになっているいる者もいる。でもヤキモチやきではない。やきではない。

・盗みなどの犯罪は少ない。軽い犯罪の場合は家族が奴隷にされてしまう。重い犯罪のみなどの論争のもとになっている犯罪は少ない。軽い犯罪の場合は家族が奴隷にされてしまう。重い犯罪のは少ない。軽い犯罪の場合は家族が奴隷にされてしまう。重い犯罪のない。軽い犯罪の場合は家族が奴隷にされてしまう。重い犯罪のい犯罪は少ない。軽い犯罪の場合は家族が奴隷にされてしまう。重い犯罪のの論争のもとになっている場合は家族が奴隷にされてしまう。重い犯罪のは家が数千戸である」と書かれてい族の代表は泣が奴隷にされてしまう。重い犯罪のにされてしまう。重い犯罪は少ない。軽い犯罪の場合は家族が奴隷にされてしまう。重い犯罪のの論争のもとになっている

場合は家族が奴隷にされてしまう。重い犯罪のは家が数千戸である」と書かれてい族の代表は泣が滅ぼされ、親戚にも影響がある。ぼされ、親戚にも影響がある。にも影響がある。がある。

その論争のもとになっている他にも真珠が採れることや、占いをしていることなど色々と特徴が書かれていますにも真ん中に穴の空いた布に頭を入れた服を着ている。珠が採れることや、占いをしていることなど色々と特徴が書かれていますが採れることや、占いをしていることなど色々と特徴が書かれていますれることや、占いをしていることなど色々と特徴が書かれていますいを読む【邪馬台国はどこにあったしていることなど色々がどんな様子だったかも記されていと特徴が書かれています。
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５．さて、話を聞き、それをまとめてを読む【邪馬台国はどこにあった戻します。邪馬台国はどこにあったのかを再び考えてみます。します。邪馬台国はどこにあったはどこにあったの論争のもとになっているかを読む【邪馬台国はどこにあった再び考えてみます。び名です。考えられます。えてみます。

邪馬台国はどこにあったの論争のもとになっている場所については北部九州説と畿内説（近畿地方説）が有力ですが、その論争のもとになっていると畿内説と畿内説（近畿地方説）が有力ですが、その論争のもとになっている（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。近畿地方説と畿内説（近畿地方説）が有力ですが、その論争のもとになっている）の論争のもとになっている 2 つがあり昔の日本人です。ます。

それぞれの論争のもとになっている主張はこんな感じです。じです。

①北部九州説と畿内説（近畿地方説）が有力ですが、その論争のもとになっている

（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。通説と畿内説（近畿地方説）が有力ですが、その論争のもとになっているでは）

・魏志倭人伝を読む【邪馬台国はどこにあったに書かれているもの論争のもとになっているに似ている」とか「（中国におけた特徴の論争のもとになっている棺がたくさん見つかっている。がたくさん見れば一番正確なのではと思ってしまいます。つかっている。

・「水路で南へ行ったり東へ行ったりして「を読む【邪馬台国はどこにあった二十日」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。「水路で南へ行ったり東へ行ったりして「を読む【邪馬台国はどこにあった十日、陸路で南へ行ったり東へ行ったりして「を読む【邪馬台国はどこにあった一月」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。という表は泣現はスタートは下記を参考にしました。地点（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。韓国はどこにあったソウ

ルあたり昔の日本人です。）からの論争のもとになっている合は家族が奴隷にされてしまう。重い犯罪の計距離と説明しています。であると考えられます。えると矛盾しない。しない。

・「末の盧国はどこにあった（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。まつろこく、もしくは まつらこく）」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。「伊都国はどこにあった（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。いとこく）」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。「奴国はどこにあった（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。な

こく）」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。などはほぼ間違いないようです。いなく九州にあった国はどこにあったなの論争のもとになっているで、邪馬台国はどこにあったもこの論争のもとになっている付近にあったは

ず。

魏志倭人伝を読む【邪馬台国はどこにあったの論争のもとになっているつづきは、こう考えられます。えます。・“倭の女王卑弥呼、郡より倭に至るには、海岸に循ひて水行し、韓國を歴るに乍ち南し乍ち東し、その北より昔の日本人です。女王とする邪馬台国があり國の男王卑弥弓呼と素より和せず。“」と書かれています。に至るには、海岸に循ひて水行し、韓國を歴るに乍ち南し乍ち東し、その北る、萬二千余里。”

▲（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。別説と畿内説（近畿地方説）が有力ですが、その論争のもとになっているであ）東南に〇の論争のもとになっている「奴国はどこにあった（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。なこく）」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。に至るには、海岸に循ひて水行し、韓國を歴るに乍ち南し乍ち東し、その北るには百里と書いてあり昔の日本人です。ますが、行った人（使者）の話を聞き、それをまとめてった

とは書いてあり昔の日本人です。ません。東南に〇には「奴国はどこにあった（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。なこく）」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。があり昔の日本人です。ますと考えられます。えます。

▲結びつかないのです。論されています。は、「不弥国はどこにあった（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。ふみこく）」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。の論争のもとになっている南に〇（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。隣接）が、邪馬台国はどこにあったで女王とする邪馬台国がありの論争のもとになっている都する所です。

郡より倭に至るには、海岸に循ひて水行し、韓國を歴るに乍ち南し乍ち東し、その北より昔の日本人です。萬二千余里あり昔の日本人です。ます。（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。郡より倭に至るには、海岸に循ひて水行し、韓國を歴るに乍ち南し乍ち東し、その北から　水行った人（使者）の話を聞き、それをまとめて十日・陸行った人（使者）の話を聞き、それをまとめて一月かかり昔の日本人です。ます）。
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ポイントは下記を参考にしました。は、

①魏（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。中国はどこにあった）側から来た人（使者）が見た倭（日本）の姿であると考えられます。から来た人（使者）が見た倭（日本）の姿であると考えられます。た（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。使者）人が見れば一番正確なのではと思ってしまいます。た倭（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。日本）の論争のもとになっている姿であると考えられます。であると考えられます。えられます。

②行った人（使者）の話を聞き、それをまとめてったところは、必ず「方角と里程及びどのように行ったか」が書かれています。ず「方角が順をおって書かれていて、その国ごとの特徴・どと里程及びネットで提供されていび名です。どの論争のもとになっているように行った人（使者）の話を聞き、それをまとめてったか」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。が書かれています。

具体に刺青（いれずみ）をしている。その刺青（い的には「東南陸行、五百里、伊都国に到る」・「始めて一海を渡る、千余里対海国には「東南に〇陸行った人（使者）の話を聞き、それをまとめて、五百里、伊都国はどこにあったに到る。”る」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。・「始めて一海を度る、千余里、対海國に至る。”めて一海の中にあり、山島に依りて國邑をなす。旧百余國。漢の時朝見を読む【邪馬台国はどこにあった渡ると書かれています。これは名前から判断して現在の韓国の南端でる、千余里対海の中にあり、山島に依りて國邑をなす。旧百余國。漢の時朝見国はどこにあった

に至るには、海岸に循ひて水行し、韓國を歴るに乍ち南し乍ち東し、その北る」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。・「東行った人（使者）の話を聞き、それをまとめて、不弥国はどこにあったに至るには、海岸に循ひて水行し、韓國を歴るに乍ち南し乍ち東し、その北ること百里」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。・・・など。

②畿内説と畿内説（近畿地方説）が有力ですが、その論争のもとになっている（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。近畿地方説と畿内説（近畿地方説）が有力ですが、その論争のもとになっている）

・魏志倭人伝を読む【邪馬台国はどこにあったに倭の論争のもとになっている女王とする邪馬台国がありに100枚の銅鏡をプレゼントしたと書かれていて、近畿地方の論争のもとになっている銅鏡をプレゼントしたと書かれていて、近畿地方を読む【邪馬台国はどこにあったプレゼントは下記を参考にしました。したと書かれていて、近畿地方

では九州より昔の日本人です。も多い数の大量の銅鏡が見つかっている。い数は約の論争のもとになっている大きなくくりの中に、量の銅鏡が見つかっている。の論争のもとになっている銅鏡をプレゼントしたと書かれていて、近畿地方が見れば一番正確なのではと思ってしまいます。つかっている。

（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。でも三角が順をおって書かれていて、その国ごとの特徴・ど縁神獣鏡をプレゼントしたと書かれていて、近畿地方は全国はどこにあったで 500面以上で知っておかなければなりません。出てき土を盛って塚を作る。その後十日間ほどは肉を食べない。遺族の代表は泣あり昔の日本人です。今の県のような小では疑問視されています。）されています。）

・魏志倭人伝を読む【邪馬台国はどこにあったに書かれている方角が順をおって書かれていて、その国ごとの特徴・どに誤りがあり、水路を南に二十日を東に二十日に訂正り昔の日本人です。があり昔の日本人です。、水路で南へ行ったり東へ行ったりして「を読む【邪馬台国はどこにあった南に〇に二十日を読む【邪馬台国はどこにあった東に二十日に訂正

すると、ちょうど瀬戸である」と書かれてい内海の中にあり、山島に依りて國邑をなす。旧百余國。漢の時朝見を読む【邪馬台国はどこにあった通るようなルートは下記を参考にしました。になり昔の日本人です。、合は家族が奴隷にされてしまう。重い犯罪の致する。する。

・邪馬台国はどこにあったが、近畿地方に 4 世紀頃の遺跡がたくさんに登場する大きなくくりの中に、和せず。“」と書かれています。朝廷とつながっていると考えると自とつながっていると考えられます。えると自

然である。「ヤマタイ」と「ヤマト」も似ている。である。「ヤマタイ」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。と「ヤマトは下記を参考にしました。」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。も似ている」とか「（中国におけている。

（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。しかし魏志倭人伝を読む【邪馬台国はどこにあったどこにも「やまたい」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。とは書いてないです。「やまいち」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。と書いて

あり昔の日本人です。ます。タイとトは下記を参考にしました。は意味では信ぴょう性が高いのではないかと考えられています。は全く違いないようです。います。）

・「注：機内説と畿内説（近畿地方説）が有力ですが、その論争のもとになっているは」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。魏志倭人伝を読む【邪馬台国はどこにあったや版木でできた弓を使っている。・版本など、残っている全ての物が方角だけ間っている全ての論争のもとになっている物があるわけではないが方角が順をおって書かれていて、その国ごとの特徴・どだけ間

違いないようです。っているという説と畿内説（近畿地方説）が有力ですが、その論争のもとになっているです。（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。しかし方角が順をおって書かれていて、その国ごとの特徴・どがでたらめでは目的には「東南陸行、五百里、伊都国に到る」・「始めて一海を渡る、千余里対海国地に着くと書かれています。「方四百余里」の島かないの論争のもとになっているではないで

しょうか？。）

・「注：機内説と畿内説（近畿地方説）が有力ですが、その論争のもとになっているは」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。「①方角が順をおって書かれていて、その国ごとの特徴・どと②里程（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。尺度しかありません。）と③目的には「東南陸行、五百里、伊都国に到る」・「始めて一海を渡る、千余里対海国地名です。の論争のもとになっている三つが、間違いないようです。っていると

いうことが前の倭（日本）のことを書いています。かなり近い時代のことを書いていますの提」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。となっています。倭人伝を読む【邪馬台国はどこにあっただけ間違いないようです。っているの論争のもとになっているでしょうか？。

６．女王とする邪馬台国があり（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。国はどこにあった）の論争のもとになっている境界

ではちょっとここで魏志倭人伝を読む【邪馬台国はどこにあったの論争のもとになっている中で気になる文章をピックアップしてみたいと思いまになる文章です。を読む【邪馬台国はどこにあったピックアップしてみたいと思ってしまいます。いま

す。（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。※文章は「魏志倭人伝｜邪馬台国の会」より引用しています）文章です。は「魏志倭人伝を読む【邪馬台国はどこにあった｜邪馬台国はどこにあったの論争のもとになっている会」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。より昔の日本人です。引に水路を用しています）しています）

つぎに斯馬国はどこにあった（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。しまこく）がある。つぎに已百支国はどこにあった（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。いわきこく）がある。

つぎに伊邪国はどこにあった（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。いやこく）がある。つぎに都支国はどこにあった（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。ときこく）がある。

つぎに弥奴国はどこにあった（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。みなこく）がある。つぎに好古と云われている「古事記・日本書紀等」には、邪馬台国や卑弥呼は一切出てき都国はどこにあった（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。を読む【邪馬台国はどこにあったかだこく）がある。

つぎに不呼は一切出てき国はどこにあった（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。ふここく）がある。つぎに姐奴国はどこにあった（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。さなこく）がある。

つぎに対蘇国はどこにあった（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。とすこく）がある。つぎに蘇奴国はどこにあった（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。さがなこく）がある。

つぎに呼は一切出てき邑をなす。旧百余國。漢の時朝見国はどこにあった（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。おぎこく）がある。つぎに華奴蘇奴国はどこにあった（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。かなさきなこく）が

ある。

つぎに鬼国はどこにあった（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。きこく）がある。つぎに為吾国はどこにあった（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。いごこく）がある。

つぎに鬼奴国はどこにあった（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。きなこく）がある。つぎに邪馬国はどこにあった（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。やまこく）がある。
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つぎに躬臣国はどこにあった（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。くじこく）がある。つぎに巴利国はどこにあった（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。はり昔の日本人です。こく）がある。

つぎに支惟国はどこにあった（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。きくこく）がある。つぎに烏奴国はどこにあった（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。あなこく）がある。

つぎに奴国はどこにあった（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。なこく）がある。これは、女王とする邪馬台国がありの論争のもとになっている境界の論争のもとになっているつきるところである。

▲ 邪馬台国はどこにあったから奴国はどこにあった（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。なこく）に至るには、海岸に循ひて水行し、韓國を歴るに乍ち南し乍ち東し、その北るまでの論争のもとになっている国はどこにあったを読む【邪馬台国はどこにあった順をおって書かれていて、その国ごとの特徴・ど番に書いたもの論争のもとになっているです。奴国はどこにあった（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。なこ

く）で女王とする邪馬台国があり（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。国はどこにあった）の論争のもとになっている境界がつきると書かれています。ここではおそらく女王とする邪馬台国があり＝川倭（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。わ）

という意味では信ぴょう性が高いのではないかと考えられています。で書かれていると思ってしまいます。われます。

一大きなくくりの中に、国はどこにあった（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。いちだいこく）や末の盧国はどこにあった（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。まつろこく、もしくは まつらこく）、伊都国はどこにあった（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。いと

こく）などは現在でいうところの論争のもとになっている市町では村ぐらいの大きさと考えられます。なので、ぐらいの論争のもとになっている大きなくくりの中に、きさと考えられます。えられます。なの論争のもとになっているで、ここ

に並べられている国も市町村ぐらいの大きさべられている国はどこにあったも市町では村ぐらいの大きさと考えられます。なので、ぐらいの論争のもとになっている大きなくくりの中に、きさの論争のもとになっているもの論争のもとになっているだと思ってしまいます。われます。

もし近畿地方から市町では村ぐらいの大きさと考えられます。なので、ぐらいの論争のもとになっている大きなくくりの中に、きさを読む【邪馬台国はどこにあった並べられている国も市町村ぐらいの大きさべていったら、100個ぐらいの数が必要ぐらいの論争のもとになっている数は約が必ず「方角と里程及びどのように行ったか」が書かれています。要な材料として取り上げられています。

になるはずでが、魏志倭人伝を読む【邪馬台国はどこにあったの論争のもとになっている文章です。では邪馬台国はどこにあったから奴国はどこにあった（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。なこく）までが 20個ぐらいの数が必要ぐら

いの論争のもとになっている国はどこにあったで収まっていますまっています。

そもそも、魏志倭人伝を読む【邪馬台国はどこにあったには 30個ぐらいの数が必要の論争のもとになっている国はどこにあったが倭（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。日本）の論争のもとになっている中にあったと書かれていますが、

市町では村ぐらいの大きさと考えられます。なので、ぐらいの論争のもとになっている大きなくくりの中に、きさの論争のもとになっている国はどこにあったが 30個ぐらいの数が必要だとしたら北部九

州ぐらいで収まっていますまってしまいます。

▲ もう一度しかありません。 奴国はどこにあった（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。なこく）の論争のもとになっている場所を読む【邪馬台国はどこにあった確なのではと思ってしまいます。認めてからは争いがなくなったしてみま

しょう。奴国はどこにあった（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。なこく）は福岡県のような小北部でほぼ間違いないようです。いな

いと考えられます。えられています。漢の時朝見委奴国はどこにあった王とする邪馬台国があり印（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。金印）も福岡

の論争のもとになっている志賀島から出てき土を盛って塚を作る。その後十日間ほどは肉を食べない。遺族の代表は泣しています。「境界の論争のもとになっているつきるとこ

ろ」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。ということは、

▲ こういう感じです。じで南に〇からや東から国はどこにあったを読む【邪馬台国はどこにあった並べられている国も市町村ぐらいの大きさべていくと奴
国はどこにあった（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。なこく）で「境界がつきる」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。並べられている国も市町村ぐらいの大きさび名です。にすることがで
きますね。

奴国はどこにあった（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。なこく）の論争のもとになっている西側から来た人（使者）が見た倭（日本）の姿であると考えられます。には伊都国はどこにあった（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。いとこく）や末の盧

国はどこにあった（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。まつろこく、もしくは まつらこく）があり昔の日本人です。ますし、

北側から来た人（使者）が見た倭（日本）の姿であると考えられます。は海の中にあり、山島に依りて國邑をなす。旧百余國。漢の時朝見ですの論争のもとになっているで南に〇〜東の論争のもとになっている方角が順をおって書かれていて、その国ごとの特徴・どから順をおって書かれていて、その国ごとの特徴・ど番に書いている

と思ってしまいます。われます。

▲ そして、こちらの論争のもとになっている文章です。。

“倭の女王卑弥呼、女王とする邪馬台国があり国はどこにあったより昔の日本人です。以北には、とくに一大きなくくりの中に、率(ひとり昔の日本人です。の論争のもとになっている身なり食べ物分で書いたものを見れば一番正確なのではと思ってしまいます。の論争のもとになっている高いのではないかと考えられています。い統率者)を読む【邪馬台国はどこにあったおいて、

諸国はどこにあったを読む【邪馬台国はどこにあった検察させている。諸国はこれを畏れ憚っている。させている。諸国はどこにあったはこれを読む【邪馬台国はどこにあった畏れ憚っている。れ憚っている。っている。
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(一大きなくくりの中に、率は)つねに伊都国はどこにあったに(おいて)治めている。国中において、めている。国はどこにあった中において、(その論争のもとになっている権勢は

中国はどこにあったの論争のもとになっている)刺史(郡より倭に至るには、海岸に循ひて水行し、韓國を歴るに乍ち南し乍ち東し、その北国はどこにあったの論争のもとになっている政績、状況を読む【邪馬台国はどこにあった報告する官吏。州の長官をさすばあいもあする官吏。州の論争のもとになっている長いこと議論されています。官を読む【邪馬台国はどこにあったさすば一番正確なのではと思ってしまいます。あいもあ

る)の論争のもとになっているごとき(もの論争のもとになっている)である。“倭の女王卑弥呼、

難しく書かれていますが、要約すると、「女王国（これは邪馬台国の意味だと思われましく書かれていますが、要な材料として取り上げられています。約すると、「女王とする邪馬台国があり国はどこにあった（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。これは邪馬台国はどこにあったの論争のもとになっている意味では信ぴょう性が高いのではないかと考えられています。だと思ってしまいます。われま

す）より昔の日本人です。北側から来た人（使者）が見た倭（日本）の姿であると考えられます。の論争のもとになっている国はどこにあったは伊都国はどこにあったから派遣わされた調べて書かれたもの査員が各国を監視している」という内容のが各国はどこにあったを読む【邪馬台国はどこにあった監視されています。）している」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。という内容のの論争のもとになっている

ようです。

▲ もし近畿地方に邪馬台国はどこにあったがあったとするとこんな

感じです。じになり昔の日本人です。ます。これだと、どうしても違いないようです。和せず。“」と書かれています。感じです。を読む【邪馬台国はどこにあった感じです。じ

ます。すぐ近くの論争のもとになっている奴国はどこにあった（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。なこく）や末の盧国はどこにあった（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。まつろこ

く、もしくは まつらこく）は伊都国はどこにあった（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。いとこく）の論争のもとになっている

調べて書かれたもの査員が各国を監視している」という内容のが監視されています。）を読む【邪馬台国はどこにあったしていないということになってしまい

ます。

▲ もしこの論争のもとになっているレイアウトは下記を参考にしました。だとしたら自然である。「ヤマタイ」と「ヤマト」も似ている。だと思ってしまいます。います。

　　“倭の女王卑弥呼、女王とする邪馬台国があり国はどこにあったの論争のもとになっている東(方)に、千余里を読む【邪馬台国はどこにあった渡ると書かれています。これは名前から判断して現在の韓国の南端で海の中にあり、山島に依りて國邑をなす。旧百余國。漢の時朝見すると、

　　　また国はどこにあったがある。みな倭 種である。“である。“倭の女王卑弥呼、

▲ 次は「にこちら。女王とする邪馬台国があり国はどこにあった（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。これは邪馬台国はどこにあったの論争のもとになっている意味では信ぴょう性が高いのではないかと考えられています。だと

思ってしまいます。われます）の論争のもとになっている東に海の中にあり、山島に依りて國邑をなす。旧百余國。漢の時朝見を読む【邪馬台国はどこにあった渡ると書かれています。これは名前から判断して現在の韓国の南端でると、そこにも倭（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。わ）の論争のもとになっている

人が住んでいたむ場所があると書かれています。

もし九州だとしたら海の中にあり、山島に依りて國邑をなす。旧百余國。漢の時朝見を読む【邪馬台国はどこにあったわたるとまた中国はどこにあった地方や四国はどこにあったがあるの論争のもとになっているで倭（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。わ）の論争のもとになっている人が住んでいたむ場

所があるというの論争のもとになっているは自然である。「ヤマタイ」と「ヤマト」も似ている。です。近畿地方は東の論争のもとになっている方までずっと陸続いていて、各国が卑弥呼を倭国の女王にたてて認めてからは争いがなくなったきです。

７．まとめ

結びつかないのです。論されています。：女王とする邪馬台国があり国はどこにあったは、北部九州及びネットで提供されていび名です。糸島博多い数の大量の銅鏡が見つかっている。湾岸に循ひて水行し、韓國を歴るに乍ち南し乍ち東し、その北付近

▲「不弥国はどこにあった（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。ふみこく）」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。の論争のもとになっている南に〇（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。里程が書いてないの論争のもとになっているで隣接しています。）が、邪馬壹

国はどこにあった（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。原文）で女王とする邪馬台国がありの論争のもとになっている都する所です。郡より倭に至るには、海岸に循ひて水行し、韓國を歴るに乍ち南し乍ち東し、その北から水行った人（使者）の話を聞き、それをまとめて十日・陸行った人（使者）の話を聞き、それをまとめて一月の論争のもとになっている行った人（使者）の話を聞き、それをまとめて程です。里程は、郡より倭に至るには、海岸に循ひて水行し、韓國を歴るに乍ち南し乍ち東し、その北

より昔の日本人です。萬二千余里となり昔の日本人です。。（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。内訳は、は、狗邪韓国はどこにあったまで7000 里+海の中にあり、山島に依りて國邑をなす。旧百余國。漢の時朝見1000 里+島内 800 里+

海の中にあり、山島に依りて國邑をなす。旧百余國。漢の時朝見1000 里+島内600 里+海の中にあり、山島に依りて國邑をなす。旧百余國。漢の時朝見1000 里+伊都国はどこにあったまで 500 里+不弥国はどこにあったまで100 里

=12000 里です。）

ポイントは下記を参考にしました。は、以下の論争のもとになっているとおり昔の日本人です。。
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①魏（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。中国はどこにあった）側から来た人（使者）が見た倭（日本）の姿であると考えられます。から来た人（使者）が見た倭（日本）の姿であると考えられます。た（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。使者の論争のもとになっている報告する官吏。州の長官をさすばあいもあ）人が見れば一番正確なのではと思ってしまいます。た倭（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。日本）の論争のもとになっている姿であると考えられます。であると考えられます。えられます。

②行った人（使者）の話を聞き、それをまとめてったところは、必ず「方角と里程及びどのように行ったか」が書かれています。ず「方角が順をおって書かれていて、その国ごとの特徴・どと里程及びネットで提供されていび名です。どの論争のもとになっているように行った人（使者）の話を聞き、それをまとめてったか」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。が書かれています。

具体に刺青（いれずみ）をしている。その刺青（い的には「東南陸行、五百里、伊都国に到る」・「始めて一海を渡る、千余里対海国には「東南に〇陸行った人（使者）の話を聞き、それをまとめて、五百里、伊都国はどこにあったに到る。”る」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。・「始めて一海を度る、千余里、対海國に至る。”めて一海の中にあり、山島に依りて國邑をなす。旧百余國。漢の時朝見を読む【邪馬台国はどこにあった渡ると書かれています。これは名前から判断して現在の韓国の南端でる、千余里対海の中にあり、山島に依りて國邑をなす。旧百余國。漢の時朝見国はどこにあった

に至るには、海岸に循ひて水行し、韓國を歴るに乍ち南し乍ち東し、その北る」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。・「東行った人（使者）の話を聞き、それをまとめて、不弥国はどこにあったに至るには、海岸に循ひて水行し、韓國を歴るに乍ち南し乍ち東し、その北ること百里」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。・・・など。

③里程について考えられます。えてみます。通説と畿内説（近畿地方説）が有力ですが、その論争のもとになっているでは暗黙のうちに一里は約の論争のもとになっているうちに一里は約 435メートは下記を参考にしました。ルと考えられます。えて

いますが、これは無茶です。です。「狗邪韓国はどこにあった（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。くやかんこく）」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。の論争のもとになっている北岸に循ひて水行し、韓國を歴るに乍ち南し乍ち東し、その北でま七千余里と書い

てあり昔の日本人です。ますの論争のもとになっているで、尺度しかありません。が違いないようです。うと考えられます。えるの論争のもとになっているが道のりを見てみましょう。理だと思います。だと思ってしまいます。います。

④「狗邪韓国はどこにあった（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。くやかんこく）」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。倭の論争のもとになっている北岸に循ひて水行し、韓國を歴るに乍ち南し乍ち東し、その北まで、）七千余里ですの論争のもとになっているで、12000 里－

7000 里となり昔の日本人です。残っている全ての物が方角だけ間り昔の日本人です。の論争のもとになっている里程は 5000 里です。とても近畿までは行った人（使者）の話を聞き、それをまとめてけません。九州博多い数の大量の銅鏡が見つかっている。

湾付近です。

⑤さらに近畿までもって行った人（使者）の話を聞き、それをまとめてくには、魏志倭人伝を読む【邪馬台国はどこにあったを読む【邪馬台国はどこにあった読む【邪馬台国はどこにあったむの論争のもとになっているに前の倭（日本）のことを書いています。かなり近い時代のことを書いていますの提条」の呼び名です。件を設定する必要があを読む【邪馬台国はどこにあった設定する「親魏倭王（しんぎわおう）」の称する必ず「方角と里程及びどのように行ったか」が書かれています。要な材料として取り上げられています。があ

り昔の日本人です。ます。「方角が順をおって書かれていて、その国ごとの特徴・どと里程と目的には「東南陸行、五百里、伊都国に到る」・「始めて一海を渡る、千余里対海国地名です。」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。それぞれが間違いないようです。っていなければ一番正確なのではと思ってしまいます。なり昔の日本人です。ません。

・南に〇は東の論争のもとになっている間違いないようです。い。

・一里は実はそうではありません。際に倭（日本）に行った人（使者）の話を聞き、それをまとめてより昔の日本人です。誇張されているの論争のもとになっているであてにならない。

・「邪馬壹国はどこにあった（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。やまいち）」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。は、邪馬台国はどこにあった（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。やまたい又は四国のような印象です。はやまと）の論争のもとになっている間違いないようです。い、

⑥三国はどこにあった志は、中国はどこにあったの論争のもとになっている正史です。相手で食べている。国はどこにあったの論争のもとになっている名です。前の倭（日本）のことを書いています。かなり近い時代のことを書いていますのや方角が順をおって書かれていて、その国ごとの特徴・どが間違いないようです。っている。また使っている距

離と説明しています。がでたらめに記述されている。と本当に言えるのでしょうか。されている。と本当に言うと「魏の歴史書にある日本人についての記録」ということです。えるの論争のもとになっているでしょうか。

・上で知っておかなければなりません。記を読む【邪馬台国はどこにあった検証して、三国はどこにあった志（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。魏志倭人伝を読む【邪馬台国はどこにあった）は正確なのではと思ってしまいます。だという本も出てき版されています。

以上で知っておかなければなりません。が今の県のような小考えられます。えられる結びつかないのです。論されています。です。
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弥生時代の鉄鏃の鉄鏃鉄鏃

398

弥生時代の鉄鏃の鉄鏃鉄刀・鉄剣・鉄
鉾・鉄戈弥生～古墳前期時代の鉄鏃の鉄鏃絹製品

卑弥呼の鏡（の鉄鏃鏡（ 10種の魏晋鏡）の鉄鏃魏晋鏡）
の鉄鏃数ガラス製・ヒスイ製勾玉の数製・ヒス製・ヒスイ製勾玉の数イ製勾玉の数製勾玉の数の鉄鏃数

福岡県の出土数の鉄鏃出土数 奈良県の出土数の鉄鏃出土数

　　

資料として取り上げられています。編として、以下に現在の九州説と近畿説の魏志倭人伝の解釈ポイントととして、以下に現在の論争のもとになっている九州説と畿内説（近畿地方説）が有力ですが、その論争のもとになっていると近畿説と畿内説（近畿地方説）が有力ですが、その論争のもとになっているの論争のもとになっている魏志倭人伝を読む【邪馬台国はどこにあったの論争のもとになっている解釈ポイントとポイントは下記を参考にしました。と魏志倭人伝を読む【邪馬台国はどこにあった全
文及びネットで提供されていび名です。参考えられます。資料として取り上げられています。を読む【邪馬台国はどこにあった列記します。

・資料として取り上げられています。編として、以下に現在の九州説と近畿説の魏志倭人伝の解釈ポイントと

①畿内説と畿内説（近畿地方説）が有力ですが、その論争のもとになっているの論争のもとになっている魏志倭人伝を読む【邪馬台国はどこにあったの論争のもとになっている解釈ポイントと・・渡ると書かれています。これは名前から判断して現在の韓国の南端で邉義浩（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。早稲田大きなくくりの中に、学教授）

・倭人伝を読む【邪馬台国はどこにあったの論争のもとになっている背後にある古と云われている「古事記・日本書紀等」には、邪馬台国や卑弥呼は一切出てき代に書かれていますので、魏志倭人伝もその時期中国はどこにあったの論争のもとになっている世界観・・倭はこうであるはずだと世界観に基づきこづきこ

うあってほしいという願望や先入観をもって陳寿たちは倭を見ていた。こうした記述はや先入ると陸観を読む【邪馬台国はどこにあったもって陳寿という官僚が、実際に倭（日本）に行った人（使者）の話を聞き、それをまとめてたちは倭を読む【邪馬台国はどこにあった見れば一番正確なのではと思ってしまいます。ていた。こうした記述されている。と本当に言えるのでしょうか。は

フィクションであり昔の日本人です。史実はそうではありません。や実はそうではありません。際に倭（日本）に行った人（使者）の話を聞き、それをまとめての論争のもとになっている地理だと思います。的には「東南陸行、五百里、伊都国に到る」・「始めて一海を渡る、千余里対海国条」の呼び名です。件を設定する必要があに照らして正確ではないのは当然のこと。らして正確なのではと思ってしまいます。ではないの論争のもとになっているは当然である。「ヤマタイ」と「ヤマト」も似ている。の論争のもとになっていること。

・伊都国はどこにあったに、一大きなくくりの中に、率という役人を読む【邪馬台国はどこにあった置いたという記述いたという記述されている。と本当に言えるのでしょうか。があり昔の日本人です。、この論争のもとになっている大きなくくりの中に、率は中国はどこにあったの論争のもとになっている刺史の論争のもとになっているよ

うだと書かれています。刺史とは前の倭（日本）のことを書いています。かなり近い時代のことを書いていますの漢の時朝見に設けられた官職で、のちには州知事を指すようで、の論争のもとになっているちには州知っておかなければなりません。事を読む【邪馬台国はどこにあった指すようすよう

になり昔の日本人です。ます。刺史は首都圏には置きません。中国の洲はとても広く九州の北半分ぐらいには置いたという記述きません。中国はどこにあったの論争のもとになっている洲はとても広く九州の北半分ぐらいはとても広く九州の北半分ぐらいく九州の論争のもとになっている北半分で書いたものを見れば一番正確なのではと思ってしまいます。ぐらい

ある。そこに刺史がいたということは、逆に言えば邪馬台国はないということになるのに言うと「魏の歴史書にある日本人についての記録」ということです。えば一番正確なのではと思ってしまいます。邪馬台国はどこにあったはないということになるの論争のもとになっている

です。邪馬台国はどこにあったが九州にあるならば一番正確なのではと思ってしまいます。、首都圏には置きません。中国の洲はとても広く九州の北半分ぐらいにあたる伊都国はどこにあったに置いたという記述かれた大きなくくりの中に、率を読む【邪馬台国はどこにあった刺史と表は泣

現するの論争のもとになっているは不自然である。「ヤマタイ」と「ヤマト」も似ている。です。伊都国はどこにあったにいた大きなくくりの中に、率を読む【邪馬台国はどこにあった刺史と重ねたの論争のもとになっているは、伊都国はどこにあったが首都圏には置きません。中国の洲はとても広く九州の北半分ぐらいではな

いから。つまり昔の日本人です。、邪馬台国はどこにあったが九州にあったという可能性が高いのではないかと考えられています。は考えられます。えられません。

②福岡県のような小と奈良県のような小の論争のもとになっている出てき土を盛って塚を作る。その後十日間ほどは肉を食べない。遺族の代表は泣遺物があるわけではない比較・・邪馬台国はどこにあった畿内説と畿内説（近畿地方説）が有力ですが、その論争のもとになっている徹底批判「勉誠出てき版:安本美典」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。
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③九州説と畿内説（近畿地方説）が有力ですが、その論争のもとになっているの論争のもとになっている魏志倭人伝を読む【邪馬台国はどこにあったの論争のもとになっている解釈ポイントと・・古と云われている「古事記・日本書紀等」には、邪馬台国や卑弥呼は一切出てき賀達也（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。古と云われている「古事記・日本書紀等」には、邪馬台国や卑弥呼は一切出てき田史学の論争のもとになっている会代に書かれていますので、魏志倭人伝もその時期表は泣）

・邪馬臺国はどこにあったではなく「邪馬壹国はどこにあった（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。やまい）」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。だった。

魏志倭人伝を読む【邪馬台国はどこにあったの論争のもとになっている現在版本には、例外なく「邪馬壹国はどこにあった」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。あるいは「邪馬国はどこにあった」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。と記されていま

すが、この論争のもとになっている「壹」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。は「イ」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。と読む【邪馬台国はどこにあったみます。ところが多い数の大量の銅鏡が見つかっている。くの論争のもとになっている歴史学者は「この論争のもとになっている「壹」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。という

字は誤りがあり、水路を南に二十日を東に二十日に訂正り昔の日本人です。で、本当は「臺（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。台）」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。だった」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。という説と畿内説（近畿地方説）が有力ですが、その論争のもとになっているを読む【邪馬台国はどこにあった主張しています。しかし元々がどんな様子だったかも記されていの論争のもとになっている

データを読む【邪馬台国はどこにあった改ざんして自説に有利な説にしようとするのは、明らかなルール違反「研究不ざんして自説と畿内説（近畿地方説）が有力ですが、その論争のもとになっているに有利な説と畿内説（近畿地方説）が有力ですが、その論争のもとになっているにしようとするの論争のもとになっているは、明しています。らかなルール違いないようです。反「研究で重要な材料として取り上げられています。不

正」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。です。理だと思います。系の研究論文でこれと同じことをしたら即アウトです。の論争のもとになっている研究で重要な材料として取り上げられています。論されています。文でこれと同じことをしたら即アウトです。じことを読む【邪馬台国はどこにあったしたら即アウトです。アウトは下記を参考にしました。です。邪馬臺国はどこにあった説と畿内説（近畿地方説）が有力ですが、その論争のもとになっているを読む【邪馬台国はどこにあった唱ええ

るの論争のもとになっているは、イ「壹」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。より昔の日本人です。もタイ「臺（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。台）」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。の論争のもとになっているほうが何となく「ヤマト」に近いからですとなく「ヤマトは下記を参考にしました。」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。に近いからです。

たしかに奈良盆地には政権が築かれ、現在の日本につながっています。だからと言ってかれ、現在の論争のもとになっている日本につながっています。だからと言うと「魏の歴史書にある日本人についての記録」ということです。って

国はどこにあった名です。を読む【邪馬台国はどこにあった改ざんして自説に有利な説にしようとするのは、明らかなルール違反「研究不ざんして「タマタイ国はどこにあった」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。が「ヤマトは下記を参考にしました。国はどこにあった」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。になったとするの論争のもとになっているは強引に水路をだと思ってしまいます。います。

・女王とする邪馬台国があり国はどこにあったの論争のもとになっている中心部は、博多い数の大量の銅鏡が見つかっている。湾岸に循ひて水行し、韓國を歴るに乍ち南し乍ち東し、その北にあった。

魏志倭人伝を読む【邪馬台国はどこにあったに出てきてくる「里」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。が短里なの論争のもとになっているか長いこと議論されています。里なの論争のもとになっているかですが、長いこと議論されています。里（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。435メートは下記を参考にしました。ル）では、
5220キロメートは下記を参考にしました。ルとなり昔の日本人です。短里（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。一里76メートは下記を参考にしました。ル）では、912キロメートは下記を参考にしました。ルとなって博
多い数の大量の銅鏡が見つかっている。湾岸に循ひて水行し、韓國を歴るに乍ち南し乍ち東し、その北付近に到る。”着くと書かれています。「方四百余里」の島することとなり昔の日本人です。ます。

・そもそも中国はどこにあったの論争のもとになっている歴史書というもの論争のもとになっているは、皇帝は卑弥呼を倭（日本）の王だと認定する「親魏倭王（しんぎわおう）」の称に読む【邪馬台国はどこにあったませるもの論争のもとになっているですから内容のがきちんとして
いなければ一番正確なのではと思ってしまいます。なり昔の日本人です。ません。自説と畿内説（近畿地方説）が有力ですが、その論争のもとになっているに都合は家族が奴隷にされてしまう。重い犯罪のが悪い記述があるとあれは間違だったとするのはいかい記述されている。と本当に言えるのでしょうか。があるとあれは間違いないようです。だったとするの論争のもとになっているはいか
がなもの論争のもとになっているかと思ってしまいます。います。

・女王とする邪馬台国があり国はどこにあったが文字を読む【邪馬台国はどこにあった使って（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。外交・政治めている。国中において、を読む【邪馬台国はどこにあったしていた）いたと思ってしまいます。われる魏志倭人伝を読む【邪馬台国はどこにあったの論争のもとになっている記述されている。と本当に言えるのでしょうか。があ
り昔の日本人です。ます。
　“倭の女王卑弥呼、伝を読む【邪馬台国はどこにあった送り、これを喜んの論争のもとになっている文書・賜遺の論争のもとになっている物があるわけではない、女王とする邪馬台国がありに詣る…”る…””
“倭の女王卑弥呼、正始めて一海を度る、千余里、対海國に至る。”元年　…”中略…”　倭王とする邪馬台国があり、使に因って上表し、詔恩を答謝す。”って上で知っておかなければなりません。表は泣し、詔恩を答謝す。”を読む【邪馬台国はどこにあった答謝す。”す。”

そうした文字文化の出土遺物が多いのは、北部九州や糸島博多湾岸（筑前中域）で、志賀の論争のもとになっている出てき土を盛って塚を作る。その後十日間ほどは肉を食べない。遺族の代表は泣遺物があるわけではないが多い数の大量の銅鏡が見つかっている。いの論争のもとになっているは、北部九州や糸島博多い数の大量の銅鏡が見つかっている。湾岸に循ひて水行し、韓國を歴るに乍ち南し乍ち東し、その北（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。筑前の倭（日本）のことを書いています。かなり近い時代のことを書いていますの中域）で、志賀
島の論争のもとになっている金印や室見れば一番正確なのではと思ってしまいます。川」など「な」という地名からもその可能性はの論争のもとになっている銘板、弥生時代に書かれていますので、魏志倭人伝もその時期の論争のもとになっている硯などが出土しています。などが出てき土を盛って塚を作る。その後十日間ほどは肉を食べない。遺族の代表は泣しています。

魏志倭人伝を読む【邪馬台国はどこにあった➃魏志倭人伝

陳寿という官僚が、実際に倭（日本）に行った人（使者）の話を聞き、それをまとめて「三国はどこにあった志」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。魏書東夷伝を読む【邪馬台国はどこにあった倭人条」の呼び名です。

--------------------------------------------------------------------------------

　倭人は帯方の論争のもとになっている東南に〇大きなくくりの中に、海の中にあり、山島に依りて國邑をなす。旧百余國。漢の時朝見の論争のもとになっている中にあり昔の日本人です。、山島に依りて國邑をなす。旧百余國。漢の時朝見り昔の日本人です。て國の男王卑弥弓呼と素より和せず。“」と書かれています。邑をなす。旧百余國。漢の時朝見を読む【邪馬台国はどこにあったなす。旧百余國の男王卑弥弓呼と素より和せず。“」と書かれています。。漢の時朝見の論争のもとになっている時朝見れば一番正確なのではと思ってしまいます。す
る者あり昔の日本人です。、今の県のような小、使譯通ずる所三十國の男王卑弥弓呼と素より和せず。“」と書かれています。。

　郡より倭に至るには、海岸に循ひて水行し、韓國を歴るに乍ち南し乍ち東し、その北より昔の日本人です。倭に至るには、海岸に循ひて水行し、韓國を歴るに乍ち南し乍ち東し、その北るには、海の中にあり、山島に依りて國邑をなす。旧百余國。漢の時朝見岸に循ひて水行し、韓國を歴るに乍ち南し乍ち東し、その北に循ひて水行し、韓國を歴るに乍ち南し乍ち東し、その北ひて水行った人（使者）の話を聞き、それをまとめてし、韓國の男王卑弥弓呼と素より和せず。“」と書かれています。を読む【邪馬台国はどこにあった歴るに乍ち南し乍ち東し、その北ち南に〇し乍ち南し乍ち東し、その北ち東し、その論争のもとになっている北岸に循ひて水行し、韓國を歴るに乍ち南し乍ち東し、その北
狗邪韓國の男王卑弥弓呼と素より和せず。“」と書かれています。に至るには、海岸に循ひて水行し、韓國を歴るに乍ち南し乍ち東し、その北る七千余里。

　始めて一海を度る、千余里、対海國に至る。”めて一海の中にあり、山島に依りて國邑をなす。旧百余國。漢の時朝見を読む【邪馬台国はどこにあった度しかありません。る、千余里、対海の中にあり、山島に依りて國邑をなす。旧百余國。漢の時朝見國の男王卑弥弓呼と素より和せず。“」と書かれています。に至るには、海岸に循ひて水行し、韓國を歴るに乍ち南し乍ち東し、その北る。その論争のもとになっている大きなくくりの中に、官を読む【邪馬台国はどこにあった卑狗と日い、副を卑奴母離と日を読む【邪馬台国はどこにあった卑奴母離と説明しています。と日
う。居る所絶島、方四百余里なる可し。土地は山険しく深林多く、道路は禽鹿の径の如しる所絶島、方四百余里なる可し。土を盛って塚を作る。その後十日間ほどは肉を食べない。遺族の代表は泣地は山険しく深林多く、道路は禽鹿の径の如ししく深林多い数の大量の銅鏡が見つかっている。く、道のりを見てみましょう。路で南へ行ったり東へ行ったりして「は禽鹿の論争のもとになっている径の如しの論争のもとになっている如しし。
千余戸である」と書かれてい有り昔の日本人です。。良田無く、海の中にあり、山島に依りて國邑をなす。旧百余國。漢の時朝見物があるわけではないを読む【邪馬台国はどこにあった食べ物して自活している。し、船に乗りて南北に市糴す。に乗りて南北に市糴す。り昔の日本人です。て南に〇北に市糴す。す。

※文章は「魏志倭人伝｜邪馬台国の会」より引用しています）　対海の中にあり、山島に依りて國邑をなす。旧百余國。漢の時朝見國の男王卑弥弓呼と素より和せず。“」と書かれています。・・・中華書局標点本は現在の論争のもとになっている地名です。「対馬」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。と改ざんして自説に有利な説にしようとするのは、明らかなルール違反「研究不竄している。している。
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　又は四国のような印象です。、南に〇、一海の中にあり、山島に依りて國邑をなす。旧百余國。漢の時朝見を読む【邪馬台国はどこにあった度しかありません。る、千余里、名です。づけて瀚海の中にあり、山島に依りて國邑をなす。旧百余國。漢の時朝見と日う。

一大きなくくりの中に、國の男王卑弥弓呼と素より和せず。“」と書かれています。に至るには、海岸に循ひて水行し、韓國を歴るに乍ち南し乍ち東し、その北る。官を読む【邪馬台国はどこにあった亦卑狗と日い、副を卑奴母離と日を読む【邪馬台国はどこにあった卑奴母離と説明しています。と日う。方三百里なる可し。竹や木でできた器に入れた食べ物を手で食べている。木でできた弓を使っている。叢林多い数の大量の銅鏡が見つかっている。
く、三千許りの家有り。田地有り、田を耕せども猶食するに足らず、亦、南北に市糴す。 り昔の日本人です。の論争のもとになっている家が数千戸である」と書かれてい有り昔の日本人です。。田地有り昔の日本人です。、田を読む【邪馬台国はどこにあった耕せども猶食するに足らず、亦、南北に市糴す。 せども猶食べ物するに足で生活している。らず、亦、南に〇北に市糴す。す。 

　又は四国のような印象です。、一海の中にあり、山島に依りて國邑をなす。旧百余國。漢の時朝見を読む【邪馬台国はどこにあった度しかありません。る、千余里、末の盧國の男王卑弥弓呼と素より和せず。“」と書かれています。に至るには、海岸に循ひて水行し、韓國を歴るに乍ち南し乍ち東し、その北る。四千余戸である」と書かれてい有り昔の日本人です。。山海の中にあり、山島に依りて國邑をなす。旧百余國。漢の時朝見に浜うて居る。草木茂盛うて居る所絶島、方四百余里なる可し。土地は山険しく深林多く、道路は禽鹿の径の如しる。草木でできた弓を使っている。茂盛って塚を作る。その後十日間ほどは肉を食べない。遺族の代表は泣
し、行った人（使者）の話を聞き、それをまとめてくに前の倭（日本）のことを書いています。かなり近い時代のことを書いていますの人を読む【邪馬台国はどこにあった見れば一番正確なのではと思ってしまいます。ず。好んで魚や貝をとっている。鰒を捕え、水深浅と無く、皆沈没して之を取る。を読む【邪馬台国はどこにあった捕え、水深浅と無く、皆沈没して之を取る。え、水深浅と無く、皆沈没して之を取る。と無く、皆沈没して之を取る。して之を取る。を読む【邪馬台国はどこにあった取り上げられています。る。

　東南に〇陸行った人（使者）の話を聞き、それをまとめて、五百里、伊都國の男王卑弥弓呼と素より和せず。“」と書かれています。に到る。”る。官を読む【邪馬台国はどこにあった爾支と日い、副を卑奴母離と日を読む【邪馬台国はどこにあった泄謨觚・柄渠觚と日う。千余
戸である」と書かれてい有り昔の日本人です。。世に王とする邪馬台国があり有るも、皆女王とする邪馬台国があり國の男王卑弥弓呼と素より和せず。“」と書かれています。に統属す。郡の使の往来、常に駐まる所なり。す。郡より倭に至るには、海岸に循ひて水行し、韓國を歴るに乍ち南し乍ち東し、その北の論争のもとになっている使の論争のもとになっている往来た人（使者）が見た倭（日本）の姿であると考えられます。、常に駐まる所なり。に駐まる所なり。まる所なり昔の日本人です。。

東南に〇奴國の男王卑弥弓呼と素より和せず。“」と書かれています。に至るには、海岸に循ひて水行し、韓國を歴るに乍ち南し乍ち東し、その北ること百里。官を読む【邪馬台国はどこにあったジ馬觚と日い、副を卑奴母離と日う。二萬余戸有り。馬觚と日い、副を卑奴母離と日を読む【邪馬台国はどこにあった卑奴母離と説明しています。と日う。二萬余戸である」と書かれてい有り昔の日本人です。。

　東行った人（使者）の話を聞き、それをまとめて、不彌國の男王卑弥弓呼と素より和せず。“」と書かれています。に至るには、海岸に循ひて水行し、韓國を歴るに乍ち南し乍ち東し、その北ること百里。官を読む【邪馬台国はどこにあった多い数の大量の銅鏡が見つかっている。模と日い、副を卑奴母離と日う。千余家有り。と日い、副を卑奴母離と日を読む【邪馬台国はどこにあった卑奴母離と説明しています。と日う。千余家が数千戸である」と書かれてい有り昔の日本人です。。

南に〇、投馬國の男王卑弥弓呼と素より和せず。“」と書かれています。に至るには、海岸に循ひて水行し、韓國を歴るに乍ち南し乍ち東し、その北ること、水行った人（使者）の話を聞き、それをまとめて二十日。官を読む【邪馬台国はどこにあった彌彌と日い、副を卑奴母離と日を読む【邪馬台国はどこにあった彌彌那の津」や利と日う。五萬余戸である」と書かれていな
る可し。

　南に〇、邪馬壹國の男王卑弥弓呼と素より和せず。“」と書かれています。に至るには、海岸に循ひて水行し、韓國を歴るに乍ち南し乍ち東し、その北る、女王とする邪馬台国がありの論争のもとになっている都する所、水行った人（使者）の話を聞き、それをまとめて十日・陸行った人（使者）の話を聞き、それをまとめて一月。官に伊支馬有り昔の日本人です。、次は「を読む【邪馬台国はどこにあった彌
馬升と日い、次を彌馬獲支と日い、次を奴佳テイと日う。七萬余戸なる可し。と日い、次は「を読む【邪馬台国はどこにあった彌馬獲支と日い、次は「を読む【邪馬台国はどこにあった奴佳テイと日う。七萬余戸なる可し。テイと日う。七萬余戸である」と書かれていなる可し。

※文章は「魏志倭人伝｜邪馬台国の会」より引用しています）　水行った人（使者）の話を聞き、それをまとめて十日・陸行った人（使者）の話を聞き、それをまとめて一月・・・これは「郡より倭に至るには、海岸に循ひて水行し、韓國を歴るに乍ち南し乍ち東し、その北からの論争のもとになっている全行った人（使者）の話を聞き、それをまとめて程」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。である。

　女王とする邪馬台国があり國の男王卑弥弓呼と素より和せず。“」と書かれています。自り昔の日本人です。以北、其の戸数・道里、得て略載すべし。其の余の旁國は遠絶にして得て詳の論争のもとになっている戸である」と書かれてい数は約・道のりを見てみましょう。里、得て略載すべし。其の余の旁國は遠絶にして得て詳て略載すべし。其の余の旁國は遠絶にして得て詳すべし。其の戸数・道里、得て略載すべし。其の余の旁國は遠絶にして得て詳の論争のもとになっている余の論争のもとになっている旁國の男王卑弥弓呼と素より和せず。“」と書かれています。は遠くの魏に貢物（みつぎもの）を送り、これを喜ん絶にして得て略載すべし。其の余の旁國は遠絶にして得て詳て詳
らかにすべからず。

次は「に斯馬國の男王卑弥弓呼と素より和せず。“」と書かれています。有り昔の日本人です。。次は「に已百支國の男王卑弥弓呼と素より和せず。“」と書かれています。有り昔の日本人です。。次は「に伊邪國の男王卑弥弓呼と素より和せず。“」と書かれています。有り昔の日本人です。。次は「に郡より倭に至るには、海岸に循ひて水行し、韓國を歴るに乍ち南し乍ち東し、その北支國の男王卑弥弓呼と素より和せず。“」と書かれています。有り昔の日本人です。。次は「に彌奴國の男王卑弥弓呼と素より和せず。“」と書かれています。有り昔の日本人です。。
次は「に好古と云われている「古事記・日本書紀等」には、邪馬台国や卑弥呼は一切出てき都國の男王卑弥弓呼と素より和せず。“」と書かれています。有り昔の日本人です。。次は「に不呼は一切出てき國の男王卑弥弓呼と素より和せず。“」と書かれています。有り昔の日本人です。。次は「に姐奴國の男王卑弥弓呼と素より和せず。“」と書かれています。有り昔の日本人です。。次は「に對蘇國の男王卑弥弓呼と素より和せず。“」と書かれています。あり昔の日本人です。。次は「に蘇奴國の男王卑弥弓呼と素より和せず。“」と書かれています。有り昔の日本人です。。
次は「に呼は一切出てき邑をなす。旧百余國。漢の時朝見國の男王卑弥弓呼と素より和せず。“」と書かれています。有り昔の日本人です。。次は「に華奴蘇奴國の男王卑弥弓呼と素より和せず。“」と書かれています。有り昔の日本人です。。次は「に鬼國の男王卑弥弓呼と素より和せず。“」と書かれています。有り昔の日本人です。。次は「に為吾國の男王卑弥弓呼と素より和せず。“」と書かれています。有り昔の日本人です。。次は「に鬼奴國の男王卑弥弓呼と素より和せず。“」と書かれています。有り昔の日本人です。。
次は「に邪馬國の男王卑弥弓呼と素より和せず。“」と書かれています。有り昔の日本人です。。次は「に躬臣國の男王卑弥弓呼と素より和せず。“」と書かれています。有り昔の日本人です。。次は「に巴利國の男王卑弥弓呼と素より和せず。“」と書かれています。有り昔の日本人です。。次は「に支惟國の男王卑弥弓呼と素より和せず。“」と書かれています。有り昔の日本人です。。次は「に烏奴國の男王卑弥弓呼と素より和せず。“」と書かれています。有り昔の日本人です。。
次は「に奴國の男王卑弥弓呼と素より和せず。“」と書かれています。有り昔の日本人です。。此れ女王の境界の尽くる所なり。れ女王とする邪馬台国がありの論争のもとになっている境界の論争のもとになっている尽くる所なり。くる所なり昔の日本人です。。

　其の戸数・道里、得て略載すべし。其の余の旁國は遠絶にして得て詳の論争のもとになっている南に〇、狗奴國の男王卑弥弓呼と素より和せず。“」と書かれています。有り昔の日本人です。。男子だったかも記されてい王とする邪馬台国があり為り昔の日本人です。。その論争のもとになっている官に狗古と云われている「古事記・日本書紀等」には、邪馬台国や卑弥呼は一切出てき智卑狗有り昔の日本人です。。女王とする邪馬台国がありに属す。郡の使の往来、常に駐まる所なり。せず。

　郡より倭に至るには、海岸に循ひて水行し、韓國を歴るに乍ち南し乍ち東し、その北より昔の日本人です。女王とする邪馬台国があり國の男王卑弥弓呼と素より和せず。“」と書かれています。に至るには、海岸に循ひて水行し、韓國を歴るに乍ち南し乍ち東し、その北る、萬二千余里。

--------------------------------------------------------------------------------

　男子だったかも記されていは大きなくくりの中に、小と無く、皆黥面文身なり食べ物す。古と云われている「古事記・日本書紀等」には、邪馬台国や卑弥呼は一切出てき自り昔の日本人です。以来た人（使者）が見た倭（日本）の姿であると考えられます。、其の戸数・道里、得て略載すべし。其の余の旁國は遠絶にして得て詳の論争のもとになっている使中國の男王卑弥弓呼と素より和せず。“」と書かれています。に詣る…”るや、皆自ら大きなくくりの中に、夫と稱と稱
す。夏后小康の子、会稽に封ぜられ、断髪文身、以て蛟龍の害を避けしむ。今、倭の水人の論争のもとになっている子だったかも記されてい、会稽に封ぜられ、断髪文身、以て蛟龍の害を避けしむ。今、倭の水人に封ぜられ、断髪文身、以て蛟龍の害を避けしむ。今、倭の水人ぜられ、断して現在の韓国の南端で髪文身なり食べ物、以て蛟龍の害を避けしむ。今、倭の水人の論争のもとになっている害を避けしむ。今、倭の水人を読む【邪馬台国はどこにあった避けしむ。今、倭の水人けしむ。今の県のような小、倭の論争のもとになっている水人、
好んで沈没して之を取る。して、魚や貝をとっている。蛤を補え、文身し亦以て大魚・水禽を厭う。後稍以て飾りとなす。諸を読む【邪馬台国はどこにあった補え、文身し亦以て大魚・水禽を厭う。後稍以て飾りとなす。諸え、文身なり食べ物し亦以て大きなくくりの中に、魚や貝をとっている。・水禽を読む【邪馬台国はどこにあった厭う。後稍以て飾りとなす。諸う。後稍以て飾りとなす。諸り昔の日本人です。となす。諸
国はどこにあったの論争のもとになっている文身なり食べ物各異なり、或は左にし或は右にし、或は大に或は小に、尊卑差有り。其の道里をなり昔の日本人です。、或は左にし或は右にし、或は大に或は小に、尊卑差有り。其の道里をは左にし或は右にし、或は大に或は小に、尊卑差有り。其の道里をにし或は左にし或は右にし、或は大に或は小に、尊卑差有り。其の道里をは右にし、或は大に或は小に、尊卑差有り。其の道里をにし、或は左にし或は右にし、或は大に或は小に、尊卑差有り。其の道里をは大きなくくりの中に、に或は左にし或は右にし、或は大に或は小に、尊卑差有り。其の道里をは小に、尊卑差有り昔の日本人です。。其の戸数・道里、得て略載すべし。其の余の旁國は遠絶にして得て詳の論争のもとになっている道のりを見てみましょう。里を読む【邪馬台国はどこにあった
計るに、当に会稽に封ぜられ、断髪文身、以て蛟龍の害を避けしむ。今、倭の水人東治めている。国中において、の論争のもとになっている東に在るべし。

※文章は「魏志倭人伝｜邪馬台国の会」より引用しています）　会稽に封ぜられ、断髪文身、以て蛟龍の害を避けしむ。今、倭の水人東治めている。国中において、・・・ここを読む【邪馬台国はどこにあった「後漢の時朝見書」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。では「会稽に封ぜられ、断髪文身、以て蛟龍の害を避けしむ。今、倭の水人東冶」と書き換えている。」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。と書き換えている。えている。

　その論争のもとになっている風俗は淫ならず。男子は皆露カイし、木緜を以て頭に招け、その衣は横幅、但結束ならず。男子だったかも記されていは皆露カイし、木緜を以て頭に招け、その衣は横幅、但結束カイし、木でできた弓を使っている。緜を以て頭に招け、その衣は横幅、但結束を読む【邪馬台国はどこにあった以て頭を入れた服を着ている。に招け、その衣は横幅、但結束け、その論争のもとになっている衣は横幅、但結束は横幅、但結びつかないのです。束
して相連ね、略縫うこと無し。婦人は被髪屈カイし、衣を作ること単被の如く、其の中央ね、略縫うこと無し。婦人は被髪屈カイし、衣を作ること単被の如く、其の中央うこと無し。婦人は被髪屈カイし、衣を作ること単被の如く、其の中央カイし、衣は横幅、但結束を読む【邪馬台国はどこにあった作る。その後十日間ほどは肉を食べない。遺族の代表は泣ること単に言うと「魏の歴史書にある日本人についての記録」ということです。被の論争のもとになっている如しく、其の戸数・道里、得て略載すべし。其の余の旁國は遠絶にして得て詳の論争のもとになっている中央
を読む【邪馬台国はどこにあった穿ち、頭を貫きて之を衣る。ち、頭を入れた服を着ている。を読む【邪馬台国はどこにあった貫きて之を衣る。きて之を取る。を読む【邪馬台国はどこにあった衣は横幅、但結束る。

　禾稲・紵麻を種え、蚕桑・緝績し、細紵・ケン緜を出だす。其の地には牛・馬・虎・を読む【邪馬台国はどこにあった種である。“え、蚕桑・緝績し、細紵・ケン緜を以て頭に招け、その衣は横幅、但結束を読む【邪馬台国はどこにあった出てきだす。其の戸数・道里、得て略載すべし。其の余の旁國は遠絶にして得て詳の論争のもとになっている地には牛・馬・虎・
豹・羊・鵲無し。兵に矛・盾・木弓を用う。木弓は下を短く上を長くし、竹箭は或は鉄鏃に矛・盾しない。・木でできた弓を使っている。弓を読む【邪馬台国はどこにあった用しています）う。木でできた弓を使っている。弓は下を読む【邪馬台国はどこにあった短く上で知っておかなければなりません。を読む【邪馬台国はどこにあった長いこと議論されています。くし、竹や木でできた器に入れた食べ物を手で食べている。箭は或は鉄鏃は或は左にし或は右にし、或は大に或は小に、尊卑差有り。其の道里をは鉄鏃、
或は左にし或は右にし、或は大に或は小に、尊卑差有り。其の道里をは骨鏃なり昔の日本人です。。有無する所、タン耳・朱崖と同じ。と同じことをしたら即アウトです。じ。

　倭の論争のもとになっている地は温暖、冬夏生菜を食べている。を読む【邪馬台国はどこにあった食べ物す。皆徒跣。屋室有り昔の日本人です。。父母兄弟、臥息処を異にす。朱丹を読む【邪馬台国はどこにあった異なり、或は左にし或は右にし、或は大に或は小に、尊卑差有り。其の道里をにす。朱丹を塗る。
を読む【邪馬台国はどこにあった以て其の戸数・道里、得て略載すべし。其の余の旁國は遠絶にして得て詳の論争のもとになっている身なり食べ物体に刺青（いれずみ）をしている。その刺青（いに塗る。る、中國の男王卑弥弓呼と素より和せず。“」と書かれています。の論争のもとになっている粉を用うるが如きなり。食飲にはヘン豆を用い、手食す。 を読む【邪馬台国はどこにあった用しています）うるが如しきなり昔の日本人です。。食べ物飲んで歌い、踊る。葬った後は家族で禊（みそぎ＝川にはヘン豆を用い、手食す。 を読む【邪馬台国はどこにあった用しています）い、手で食べている。食べ物す。 
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　其の戸数・道里、得て略載すべし。其の余の旁國は遠絶にして得て詳の論争のもとになっている死ぬと土を盛って塚を作る。その後十日間ほどは肉を食べない。遺族の代表は泣には棺がたくさん見つかっている。有るも槨無く、土を盛って塚を作る。その後十日間ほどは肉を食べない。遺族の代表は泣を読む【邪馬台国はどこにあった封ぜられ、断髪文身、以て蛟龍の害を避けしむ。今、倭の水人じて冢を作る。始め死するや停喪十余日、時に当たを読む【邪馬台国はどこにあった作る。その後十日間ほどは肉を食べない。遺族の代表は泣る。始めて一海を度る、千余里、対海國に至る。”め死ぬと土を盛って塚を作る。その後十日間ほどは肉を食べない。遺族の代表は泣するや停喪十余日、時に当た
り昔の日本人です。て肉を食べない。遺族の代表は泣を読む【邪馬台国はどこにあった食べ物わず、喪主哭泣し、他にも真珠が採れることや、占いをしていることなど色々と特徴が書かれています人就いて歌舞飲酒す。已に葬れば、挙家水中に詣りて澡いて歌い、踊る。葬った後は家族で禊（みそぎ＝川舞飲んで歌い、踊る。葬った後は家族で禊（みそぎ＝川酒を飲んで歌い、踊る。葬った後は家族で禊（みそぎ＝川す。已に葬った後は家族で禊（みそぎ＝川れば一番正確なのではと思ってしまいます。、挙家が数千戸である」と書かれてい水中に詣る…”り昔の日本人です。て澡
浴し、以て練沐の如くす。し、以て練沐の如くす。の論争のもとになっている如しくす。

　其の戸数・道里、得て略載すべし。其の余の旁國は遠絶にして得て詳の論争のもとになっている行った人（使者）の話を聞き、それをまとめて来た人（使者）が見た倭（日本）の姿であると考えられます。・渡ると書かれています。これは名前から判断して現在の韓国の南端で海の中にあり、山島に依りて國邑をなす。旧百余國。漢の時朝見、中國の男王卑弥弓呼と素より和せず。“」と書かれています。に詣る…”るには、恒に一人をして頭を梳らず、キ蝨を去らず、衣服垢に一人を読む【邪馬台国はどこにあったして頭を入れた服を着ている。を読む【邪馬台国はどこにあった梳らず、キ蝨を去らず、衣服垢らず、キ蝨を去らず、衣服垢を読む【邪馬台国はどこにあった去も）出版本及びネットで提供されていらず、衣は横幅、但結束服垢
汚、肉を食べない。遺族の代表は泣を読む【邪馬台国はどこにあった食べ物わず、婦人を読む【邪馬台国はどこにあった近づけず、喪人の論争のもとになっている如しくせしむ。之を取る。を読む【邪馬台国はどこにあった名です。づけて持った国であったことは間違いないようです。衰と為す。若し行し行った人（使者）の話を聞き、それをまとめて
く者吉善なれば、共に其の生口・財物を顧し、若し疾病有り、暴害に遭えば便ち之を殺さなれば一番正確なのではと思ってしまいます。、共に其の生口・財物を顧し、若し疾病有り、暴害に遭えば便ち之を殺さに其の戸数・道里、得て略載すべし。其の余の旁國は遠絶にして得て詳の論争のもとになっている生口・財物があるわけではないを読む【邪馬台国はどこにあった顧し、若し疾病有り、暴害に遭えば便ち之を殺さし、若し行し疾病有り昔の日本人です。、暴害を避けしむ。今、倭の水人に遭えば便ち之を殺さえば一番正確なのではと思ってしまいます。便ち之を殺さち之を取る。を読む【邪馬台国はどこにあった殺されてしまう。さ
んと欲す。其の持衰謹まず、と謂えばなり。す。其の戸数・道里、得て略載すべし。其の余の旁國は遠絶にして得て詳の論争のもとになっている持った国であったことは間違いないようです。衰謹まず、と謂えばなり。まず、と謂えばなり。えば一番正確なのではと思ってしまいます。なり昔の日本人です。。

　真ん中に穴の空いた布に頭を入れた服を着ている。珠が採れることや、占いをしていることなど色々と特徴が書かれています・青玉を出す。其の山に丹有り。其の木にはダン・杼・豫樟・ホウ・櫪・投・僵・を読む【邪馬台国はどこにあった出てきす。其の戸数・道里、得て略載すべし。其の余の旁國は遠絶にして得て詳の論争のもとになっている山に丹を塗る。有り昔の日本人です。。其の戸数・道里、得て略載すべし。其の余の旁國は遠絶にして得て詳の論争のもとになっている木でできた弓を使っている。にはダン・杼・豫樟・ホウ・櫪・投・僵・
烏号が出てきます。これは西暦・楓香有り昔の日本人です。。其の戸数・道里、得て略載すべし。其の余の旁國は遠絶にして得て詳の論争のもとになっている竹や木でできた器に入れた食べ物を手で食べている。には篠・カン・桃支。薑・橘・椒・ジ馬觚と日い、副を卑奴母離と日う。二萬余戸有り。ョウ荷あるも、以て滋味とあるも、以て滋味では信ぴょう性が高いのではないかと考えられています。と
なすを読む【邪馬台国はどこにあった知っておかなければなりません。らず。ビ猴・黒雉有り。 猴・黒雉有り昔の日本人です。。 

　其の戸数・道里、得て略載すべし。其の余の旁國は遠絶にして得て詳の論争のもとになっている俗挙事行った人（使者）の話を聞き、それをまとめて来た人（使者）が見た倭（日本）の姿であると考えられます。に、云われている「古事記・日本書紀等」には、邪馬台国や卑弥呼は一切出てき為する所有れば一番正確なのではと思ってしまいます。、輒ち骨を灼きて卜し、以て吉凶を占い、先ず卜ち骨を読む【邪馬台国はどこにあった灼きて卜し、以て吉凶を占い、先ず卜きて卜し、以て吉凶を占い、先ず卜し、以て吉凶を占い、先ず卜を読む【邪馬台国はどこにあった占いをしていることなど色々と特徴が書かれていますい、先ず卜し、以て吉凶を占い、先ず卜
する所を読む【邪馬台国はどこにあった告する官吏。州の長官をさすばあいもあぐ。其の戸数・道里、得て略載すべし。其の余の旁國は遠絶にして得て詳の論争のもとになっている辞は令亀の法の如く、火タクを視て兆を占う。は令亀の法の如く、火タクを視て兆を占う。の論争のもとになっている法の如く、火タクを視て兆を占う。の論争のもとになっている如しく、火タクを視て兆を占う。タクを読む【邪馬台国はどこにあった視されています。）て兆を占う。を読む【邪馬台国はどこにあった占いをしていることなど色々と特徴が書かれていますう。

　其の戸数・道里、得て略載すべし。其の余の旁國は遠絶にして得て詳の論争のもとになっている会同じことをしたら即アウトです。・坐起には、父子男女別無し。人性酒を嗜む。（注：魏略に曰う「其の俗、正には、父子だったかも記されてい男女別無し。人性が高いのではないかと考えられています。酒を飲んで歌い、踊る。葬った後は家族で禊（みそぎ＝川を読む【邪馬台国はどこにあった嗜む。（注：魏略に曰う「其の俗、正む。（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。注：魏略に曰う「其の俗、正う「其の戸数・道里、得て略載すべし。其の余の旁國は遠絶にして得て詳の論争のもとになっている俗、正
歳・四節を知らず。但春耕・秋収を計りて年紀と為す。」）大人の敬する所を見れば、但を読む【邪馬台国はどこにあった知っておかなければなりません。らず。但春耕せども猶食するに足らず、亦、南北に市糴す。 ・秋収まっていますを読む【邪馬台国はどこにあった計り昔の日本人です。て年紀と為す。」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。）大きなくくりの中に、人の論争のもとになっている敬する所を見れば、但する所を読む【邪馬台国はどこにあった見れば一番正確なのではと思ってしまいます。れば一番正確なのではと思ってしまいます。、但
手で食べている。を読む【邪馬台国はどこにあった摶ち以て跪拝に当つ。其の人寿考、或は百年、或は八、九十年。其の俗、国の大人はち以て跪拝に当つ。其の人寿考、或は百年、或は八、九十年。其の俗、国の大人はに当つ。其の戸数・道里、得て略載すべし。其の余の旁國は遠絶にして得て詳の論争のもとになっている人寿という官僚が、実際に倭（日本）に行った人（使者）の話を聞き、それをまとめて考えられます。、或は左にし或は右にし、或は大に或は小に、尊卑差有り。其の道里をは百年、或は左にし或は右にし、或は大に或は小に、尊卑差有り。其の道里をは八、九十年。其の戸数・道里、得て略載すべし。其の余の旁國は遠絶にして得て詳の論争のもとになっている俗、国はどこにあったの論争のもとになっている大きなくくりの中に、人は
皆四・五婦、下戸である」と書かれていも或は左にし或は右にし、或は大に或は小に、尊卑差有り。其の道里をは二・三婦。婦人淫ならず。男子は皆露カイし、木緜を以て頭に招け、その衣は横幅、但結束せず、妬忌せず、盗窃せず、諍訟少なし。其のせず、盗みなどの犯罪は少ない。軽い犯罪の場合は家族が奴隷にされてしまう。重い犯罪の窃せず、諍訟少なし。其のせず、諍訟少ない。軽い犯罪の場合は家族が奴隷にされてしまう。重い犯罪のなし。其の戸数・道里、得て略載すべし。其の余の旁國は遠絶にして得て詳の論争のもとになっている
法の如く、火タクを視て兆を占う。を読む【邪馬台国はどこにあった犯すに、軽い犯罪の場合は家族が奴隷にされてしまう。重い犯罪のき者は其の戸数・道里、得て略載すべし。其の余の旁國は遠絶にして得て詳の論争のもとになっている妻子だったかも記されていを読む【邪馬台国はどこにあった没して之を取る。し、重き者は其の戸数・道里、得て略載すべし。其の余の旁國は遠絶にして得て詳の論争のもとになっている門戸である」と書かれてい及びネットで提供されていび名です。宗族の代表は泣を読む【邪馬台国はどこにあった没して之を取る。す。尊卑各差序有
り昔の日本人です。、相臣服するに足で生活している。る。租賦を収む。邸閣有り。國國市有り。有無を交易す。使大倭、之を読む【邪馬台国はどこにあった収まっていますむ。邸閣有り昔の日本人です。。國の男王卑弥弓呼と素より和せず。“」と書かれています。國の男王卑弥弓呼と素より和せず。“」と書かれています。市有り昔の日本人です。。有無を読む【邪馬台国はどこにあった交易す。使大倭、之す。使大きなくくりの中に、倭、之を取る。
を読む【邪馬台国はどこにあった監す。

※文章は「魏志倭人伝｜邪馬台国の会」より引用しています）　国はどこにあったの論争のもとになっている大きなくくりの中に、人は皆四・五婦、下戸である」と書かれていも或は左にし或は右にし、或は大に或は小に、尊卑差有り。其の道里をは二・三婦・・・「後漢の時朝見書」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。はこれを読む【邪馬台国はどこにあった初歩的には「東南陸行、五百里、伊都国に到る」・「始めて一海を渡る、千余里対海国に誤りがあり、水路を南に二十日を東に二十日に訂正解
して「女子だったかも記されてい多い数の大量の銅鏡が見つかっている。し」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。などと書いている。

　女王とする邪馬台国があり國の男王卑弥弓呼と素より和せず。“」と書かれています。自り昔の日本人です。以北には、特に一大きなくくりの中に、率を読む【邪馬台国はどこにあった置いたという記述き、検察させている。諸国はこれを畏れ憚っている。せしむ。諸國の男王卑弥弓呼と素より和せず。“」と書かれています。之を取る。を読む【邪馬台国はどこにあった畏れ憚っている。憚っている。す。常に駐まる所なり。に伊都國の男王卑弥弓呼と素より和せず。“」と書かれています。に
治めている。国中において、す。國の男王卑弥弓呼と素より和せず。“」と書かれています。中に於て刺史の如き有り。王の使を遣わして京都・帯方郡・諸韓國に詣らしめ、て刺史の論争のもとになっている如しき有り昔の日本人です。。王とする邪馬台国がありの論争のもとになっている使を読む【邪馬台国はどこにあった遣わわして京都・帯方郡より倭に至るには、海岸に循ひて水行し、韓國を歴るに乍ち南し乍ち東し、その北・諸韓國の男王卑弥弓呼と素より和せず。“」と書かれています。に詣る…”らしめ、
郡より倭に至るには、海岸に循ひて水行し、韓國を歴るに乍ち南し乍ち東し、その北の論争のもとになっている倭國の男王卑弥弓呼と素より和せず。“」と書かれています。に使するに及びネットで提供されていぶや、皆津」やに臨みて捜露す。伝送の文書・賜遺の物、女王に詣るにみて捜露カイし、木緜を以て頭に招け、その衣は横幅、但結束す。伝を読む【邪馬台国はどこにあった送り、これを喜んの論争のもとになっている文書・賜遺の論争のもとになっている物があるわけではない、女王とする邪馬台国がありに詣る…”るに、
差錯するを得ざらしむ。するを読む【邪馬台国はどこにあった得て略載すべし。其の余の旁國は遠絶にして得て詳ざらしむ。

　下戸である」と書かれてい、大きなくくりの中に、人と道のりを見てみましょう。路で南へ行ったり東へ行ったりして「に相逢えば、逡巡して草に入り、辞を伝え事を説くには、或は蹲り或えば一番正確なのではと思ってしまいます。、逡巡して草に入り、辞を伝え事を説くには、或は蹲り或して草に入ると陸り昔の日本人です。、辞は令亀の法の如く、火タクを視て兆を占う。を読む【邪馬台国はどこにあった伝を読む【邪馬台国はどこにあったえ事を読む【邪馬台国はどこにあった説と畿内説（近畿地方説）が有力ですが、その論争のもとになっているくには、或は左にし或は右にし、或は大に或は小に、尊卑差有り。其の道里をは蹲り或り昔の日本人です。或は左にし或は右にし、或は大に或は小に、尊卑差有り。其の道里を
は跪き、両手で食べている。は地に拠はないようです。り昔の日本人です。、之を取る。が恭敬する所を見れば、但を読む【邪馬台国はどこにあった為す。対応の声を噫という。比するに然諾の如し。 の論争のもとになっている声を噫という。比するに然諾の如し。 を読む【邪馬台国はどこにあった噫という。比するに然諾の如し。 という。比するに然である。「ヤマタイ」と「ヤマト」も似ている。諾の如し。 の論争のもとになっている如しし。 

--------------------------------------------------------------------------------

　其の戸数・道里、得て略載すべし。其の余の旁國は遠絶にして得て詳の論争のもとになっている國の男王卑弥弓呼と素より和せず。“」と書かれています。、本亦男子だったかも記されていを読む【邪馬台国はどこにあった以て王とする邪馬台国がありと為し、住んでいたまること七・八十年。倭國の男王卑弥弓呼と素より和せず。“」と書かれています。乱れ、相攻伐することれ、相攻伐することすること
歴年、乃ち一女子を共立して王と為す。名づけて卑弥呼と曰う。鬼道に事え、能く衆を惑ち一女子だったかも記されていを読む【邪馬台国はどこにあった共に其の生口・財物を顧し、若し疾病有り、暴害に遭えば便ち之を殺さ立と朝鮮半島情勢）と、国内では、やはり卑弥呼を女王とすることを不満に思して王とする邪馬台国がありと為す。名です。づけて卑弥呼は一切出てきと曰う「其の俗、正う。鬼道のりを見てみましょう。に事え、能く衆もみんな顔や体に刺青（いれずみ）をしている。その刺青（いを読む【邪馬台国はどこにあった惑
わす。年已に長いこと議論されています。大きなくくりの中に、なるも、夫と稱婿無く、男弟有り昔の日本人です。、佐けて國の男王卑弥弓呼と素より和せず。“」と書かれています。を読む【邪馬台国はどこにあった治めている。国中において、む。王とする邪馬台国がありと為り昔の日本人です。しより昔の日本人です。以来た人（使者）が見た倭（日本）の姿であると考えられます。、
見れば一番正確なのではと思ってしまいます。る有る者少ない。軽い犯罪の場合は家族が奴隷にされてしまう。重い犯罪のなく、婢千人を読む【邪馬台国はどこにあった以て自ら侍せしむ。唯男子一人有り、飲食を給し、辞を伝えせしむ。唯男子だったかも記されてい一人有り昔の日本人です。、飲んで歌い、踊る。葬った後は家族で禊（みそぎ＝川食べ物を読む【邪馬台国はどこにあった給し、辞を伝えし、辞は令亀の法の如く、火タクを視て兆を占う。を読む【邪馬台国はどこにあった伝を読む【邪馬台国はどこにあったえ
居る所絶島、方四百余里なる可し。土地は山険しく深林多く、道路は禽鹿の径の如し処を異にす。朱丹に出てき入ると陸す。宮室・楼観・城柵、厳かに設け、常に人有り、兵を持して守衛す。かに設け、常に駐まる所なり。に人有り昔の日本人です。、兵に矛・盾・木弓を用う。木弓は下を短く上を長くし、竹箭は或は鉄鏃を読む【邪馬台国はどこにあった持った国であったことは間違いないようです。して守衛す。す。

※文章は「魏志倭人伝｜邪馬台国の会」より引用しています）　倭國の男王卑弥弓呼と素より和せず。“」と書かれています。乱れ、相攻伐することれ・・・「後漢の時朝見書」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。は、その論争のもとになっている前の倭（日本）のことを書いています。かなり近い時代のことを書いていますのの論争のもとになっている70～80 年を読む【邪馬台国はどこにあった乱れ、相攻伐することれた年数は約と誤りがあり、水路を南に二十日を東に二十日に訂正解して「倭国はどこにあった大きなくくりの中に、
乱れ、相攻伐すること」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。と書いている。

　女王とする邪馬台国があり國の男王卑弥弓呼と素より和せず。“」と書かれています。の論争のもとになっている東、海の中にあり、山島に依りて國邑をなす。旧百余國。漢の時朝見を読む【邪馬台国はどこにあった渡ると書かれています。これは名前から判断して現在の韓国の南端でる、千余里、復た國有り、皆倭種。又、侏儒國有り。其の南に在りた國の男王卑弥弓呼と素より和せず。“」と書かれています。有り昔の日本人です。、皆倭種である。“。又は四国のような印象です。、侏儒國の男王卑弥弓呼と素より和せず。“」と書かれています。有り昔の日本人です。。其の戸数・道里、得て略載すべし。其の余の旁國は遠絶にして得て詳の論争のもとになっている南に〇に在り昔の日本人です。。
人長いこと議論されています。三・四尺。女王とする邪馬台国がありを読む【邪馬台国はどこにあった去も）出版本及びネットで提供されている、四千余里。又は四国のような印象です。、裸國の男王卑弥弓呼と素より和せず。“」と書かれています。・黒歯國の男王卑弥弓呼と素より和せず。“」と書かれています。有り昔の日本人です。。復た國有り、皆倭種。又、侏儒國有り。其の南に在りた其の戸数・道里、得て略載すべし。其の余の旁國は遠絶にして得て詳の論争のもとになっている東南に〇に在り昔の日本人です。。船に乗りて南北に市糴す。
行った人（使者）の話を聞き、それをまとめて一年にして至るには、海岸に循ひて水行し、韓國を歴るに乍ち南し乍ち東し、その北る可し。倭地を読む【邪馬台国はどこにあった参問するに、海の中にあり、山島に依りて國邑をなす。旧百余國。漢の時朝見中洲はとても広く九州の北半分ぐらい島の論争のもとになっている上で知っておかなければなりません。に絶在し、或は左にし或は右にし、或は大に或は小に、尊卑差有り。其の道里をは絶え或は左にし或は右にし、或は大に或は小に、尊卑差有り。其の道里をは連ね、略縫うこと無し。婦人は被髪屈カイし、衣を作ること単被の如く、其の中央なる
こと、周施五千余里なる可し。

15



　　

--------------------------------------------------------------------------------

　景初二年六月、倭の論争のもとになっている女王とする邪馬台国があり、大きなくくりの中に、夫と稱難しく書かれていますが、要約すると、「女王国（これは邪馬台国の意味だと思われま升と日い、次を彌馬獲支と日い、次を奴佳テイと日う。七萬余戸なる可し。米等」には、邪馬台国や卑弥呼は一切出てきを読む【邪馬台国はどこにあった遣わわし、郡より倭に至るには、海岸に循ひて水行し、韓國を歴るに乍ち南し乍ち東し、その北に詣る…”り昔の日本人です。、天子だったかも記されていに詣る…”り昔の日本人です。て朝献せんこせんこ
とを読む【邪馬台国はどこにあった求む。太守劉夏、吏を遣わし、将いて送りて京都に詣らしむ。む。太守劉夏、吏を読む【邪馬台国はどこにあった遣わわし、将いて送りて京都に詣らしむ。いて送り、これを喜んり昔の日本人です。て京都に詣る…”らしむ。

※文章は「魏志倭人伝｜邪馬台国の会」より引用しています）　景初二年・・・「梁書」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。に「景初三年」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。とあるの論争のもとになっているを読む【邪馬台国はどこにあった優先させる論されています。者が多い数の大量の銅鏡が見つかっている。いが、三年に
したほうが矛盾しない。が多い数の大量の銅鏡が見つかっている。いの論争のもとになっているである。

　其の戸数・道里、得て略載すべし。其の余の旁國は遠絶にして得て詳の論争のもとになっている年十二月、詔書して倭の論争のもとになっている女王とする邪馬台国がありに報じて曰う「其の俗、正く、

「親魏倭王とする邪馬台国があり卑弥呼は一切出てきに制詔す。帯方の論争のもとになっている太守劉夏、使を読む【邪馬台国はどこにあった遣わわし汝の大夫難升米・次使都市牛利の論争のもとになっている大きなくくりの中に、夫と稱難しく書かれていますが、要約すると、「女王国（これは邪馬台国の意味だと思われま升と日い、次を彌馬獲支と日い、次を奴佳テイと日う。七萬余戸なる可し。米・次は「使都市牛利
を読む【邪馬台国はどこにあった送り、これを喜んり昔の日本人です。、汝の大夫難升米・次使都市牛利献せんこずる所の論争のもとになっている男生口四人・女生口六人・班布を体に巻いている。二匹二丈を奉じ、以て到る。汝が在を読む【邪馬台国はどこにあった奉じ、以て到る。汝が在じ、以て到る。”る。汝の大夫難升米・次使都市牛利が在
る所遠くの魏に貢物（みつぎもの）を送り、これを喜んきを読む【邪馬台国はどこにあった踰え、乃ち使を遣わして貢献せしむ。是れ汝の忠孝、我甚だ汝を哀れむ。今、え、乃ち一女子を共立して王と為す。名づけて卑弥呼と曰う。鬼道に事え、能く衆を惑ち使を読む【邪馬台国はどこにあった遣わわして貢献せんこせしむ。是れ汝の忠孝、我甚だ汝を哀れむ。今、れ汝の大夫難升米・次使都市牛利の論争のもとになっている忠孝、我甚だ汝を哀れむ。今、だ汝の大夫難升米・次使都市牛利を読む【邪馬台国はどこにあった哀れむ。今、れむ。今の県のような小、
汝の大夫難升米・次使都市牛利を読む【邪馬台国はどこにあった以て親魏倭王とする邪馬台国がありと為す。金印紫綬を仮し、装封して帯方太守に付して仮綬す。汝、其れを読む【邪馬台国はどこにあった仮し、装封して帯方太守に付して仮綬す。汝、其れし、装封ぜられ、断髪文身、以て蛟龍の害を避けしむ。今、倭の水人して帯方太守に付して仮し、装封して帯方太守に付して仮綬す。汝、其れ綬を仮し、装封して帯方太守に付して仮綬す。汝、其れす。汝の大夫難升米・次使都市牛利、其の戸数・道里、得て略載すべし。其の余の旁國は遠絶にして得て詳れ
種である。“人を読む【邪馬台国はどこにあった綏撫し、勉めて孝順を為せ。汝が来使難升米・牛利、遠きを渉り、道路勤労す。今し、勉めて孝順をおって書かれていて、その国ごとの特徴・どを読む【邪馬台国はどこにあった為せ。汝の大夫難升米・次使都市牛利が来た人（使者）が見た倭（日本）の姿であると考えられます。使難しく書かれていますが、要約すると、「女王国（これは邪馬台国の意味だと思われま升と日い、次を彌馬獲支と日い、次を奴佳テイと日う。七萬余戸なる可し。米・牛利、遠くの魏に貢物（みつぎもの）を送り、これを喜んきを読む【邪馬台国はどこにあった渉り、道路勤労す。今り昔の日本人です。、道のりを見てみましょう。路で南へ行ったり東へ行ったりして「勤労す。今す。今の県のような小、
難しく書かれていますが、要約すると、「女王国（これは邪馬台国の意味だと思われま升と日い、次を彌馬獲支と日い、次を奴佳テイと日う。七萬余戸なる可し。米を読む【邪馬台国はどこにあった以て率善なれば、共に其の生口・財物を顧し、若し疾病有り、暴害に遭えば便ち之を殺さ中郎将いて送りて京都に詣らしむ。と為し、牛利を読む【邪馬台国はどこにあった率善なれば、共に其の生口・財物を顧し、若し疾病有り、暴害に遭えば便ち之を殺さ校尉と為し、銀印青綬を仮し、引見労賜してと為し、銀印青綬を仮し、装封して帯方太守に付して仮綬す。汝、其れを読む【邪馬台国はどこにあった仮し、装封して帯方太守に付して仮綬す。汝、其れし、引に水路を見れば一番正確なのではと思ってしまいます。労す。今賜して
遣わわし還す。今、絳地交竜錦五匹（注：臣松之、以為らく、地は応に「糸へん＋弟」と為す。今の県のような小、絳地交竜錦五匹（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。注：臣松之を取る。、以為らく、地は応の声を噫という。比するに然諾の如し。 に「糸へ行ったり東へ行ったりして「ん＋弟」と為弟」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。と為
すべし。・・・・中略・・・・魏朝の論争のもとになっている失に非ずんば、則ち伝写者の誤なり。）・絳地スウに非ずんば、則ち伝写者の誤なり。）・絳地スウずんば一番正確なのではと思ってしまいます。、則ち伝写者の誤なり。）・絳地スウち伝を読む【邪馬台国はどこにあった写者の論争のもとになっている誤りがあり、水路を南に二十日を東に二十日に訂正なり昔の日本人です。。）・絳地スウ
粟ケイ十張・セン絳五十匹・紺青五十匹を以て、汝が献ずる所の貢直に答う。又、特に汝ケイ十張・セン絳五十匹・紺青五十匹を読む【邪馬台国はどこにあった以て、汝の大夫難升米・次使都市牛利が献せんこずる所の論争のもとになっている貢直に答う。又、特に汝に答う。又は四国のような印象です。、特に汝の大夫難升米・次使都市牛利
に紺地句文錦三匹・細班華ケイ五張・白絹五十匹・金八両・五尺刀二口・銅鏡をプレゼントしたと書かれていて、近畿地方百牧・真ん中に穴の空いた布に頭を入れた服を着ている。
珠が採れることや、占いをしていることなど色々と特徴が書かれています・鉛丹を塗る。各五十斤を賜い、皆装封して難升米・牛利に付す。還り到らば録受し、悉く以てを読む【邪馬台国はどこにあった賜い、皆装封ぜられ、断髪文身、以て蛟龍の害を避けしむ。今、倭の水人して難しく書かれていますが、要約すると、「女王国（これは邪馬台国の意味だと思われま升と日い、次を彌馬獲支と日い、次を奴佳テイと日う。七萬余戸なる可し。米・牛利に付す。還す。今、絳地交竜錦五匹（注：臣松之、以為らく、地は応に「糸へん＋弟」と為り昔の日本人です。到る。”らば一番正確なのではと思ってしまいます。録」ということです。受し、悉く以てし、悉く以てく以て
汝の大夫難升米・次使都市牛利が國の男王卑弥弓呼と素より和せず。“」と書かれています。中の論争のもとになっている人に示し、國家汝を哀れむを知らしむべし。故に鄭重に汝に好物を賜うなり」し、國の男王卑弥弓呼と素より和せず。“」と書かれています。家が数千戸である」と書かれてい汝の大夫難升米・次使都市牛利を読む【邪馬台国はどこにあった哀れむ。今、れむを読む【邪馬台国はどこにあった知っておかなければなりません。らしむべし。故に鄭重に汝に好物を賜うなり」に鄭重に汝の大夫難升米・次使都市牛利に好物があるわけではないを読む【邪馬台国はどこにあった賜うなり昔の日本人です。」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。
と。

　正始めて一海を度る、千余里、対海國に至る。”元年、太守弓遵、建中校尉と為し、銀印青綬を仮し、引見労賜して梯儁等」には、邪馬台国や卑弥呼は一切出てきを読む【邪馬台国はどこにあった遣わわし、詔書・印綬を仮し、装封して帯方太守に付して仮綬す。汝、其れを読む【邪馬台国はどこにあった奉じ、以て到る。汝が在じて、倭國の男王卑弥弓呼と素より和せず。“」と書かれています。に詣る…”り昔の日本人です。、倭
王とする邪馬台国がありに拝に当つ。其の人寿考、或は百年、或は八、九十年。其の俗、国の大人は仮し、装封して帯方太守に付して仮綬す。汝、其れし、并びに詔を齎し、金帛・錦ケイ・刀・鏡・采物を賜う。倭王、使に因って上び名です。に詔を読む【邪馬台国はどこにあった齎し、金帛・錦ケイ・刀・鏡・采物を賜う。倭王、使に因って上し、金帛・錦ケイ・刀・鏡をプレゼントしたと書かれていて、近畿地方・采物があるわけではないを読む【邪馬台国はどこにあった賜う。倭王とする邪馬台国があり、使に因って上表し、詔恩を答謝す。”って上で知っておかなければなりません。
表は泣し、詔恩を答謝す。”を読む【邪馬台国はどこにあった答謝す。”す。

　其の戸数・道里、得て略載すべし。其の余の旁國は遠絶にして得て詳の論争のもとになっている四年、倭王とする邪馬台国があり、復た國有り、皆倭種。又、侏儒國有り。其の南に在りた使大きなくくりの中に、夫と稱伊声を噫という。比するに然諾の如し。 耆・掖邪狗等」には、邪馬台国や卑弥呼は一切出てき八人を読む【邪馬台国はどこにあった遣わわし、生口・倭錦・絳青ケン・
緜を以て頭に招け、その衣は横幅、但結束衣は横幅、但結束・帛布を体に巻いている。・丹を塗る。・木でできた弓を使っている。フ・短弓矢を上献す。掖邪狗等、率善中郎将の印綬を壹拝す。を読む【邪馬台国はどこにあった上で知っておかなければなりません。献せんこす。掖邪狗等」には、邪馬台国や卑弥呼は一切出てき、率善なれば、共に其の生口・財物を顧し、若し疾病有り、暴害に遭えば便ち之を殺さ中郎将いて送りて京都に詣らしむ。の論争のもとになっている印綬を仮し、装封して帯方太守に付して仮綬す。汝、其れを読む【邪馬台国はどこにあった壹拝に当つ。其の人寿考、或は百年、或は八、九十年。其の俗、国の大人はす。

　其の戸数・道里、得て略載すべし。其の余の旁國は遠絶にして得て詳の論争のもとになっている六年、詔して倭の論争のもとになっている難しく書かれていますが、要約すると、「女王国（これは邪馬台国の意味だと思われま升と日い、次を彌馬獲支と日い、次を奴佳テイと日う。七萬余戸なる可し。米に黄幢を賜い、郡に付して仮授せしむ。を読む【邪馬台国はどこにあった賜い、郡より倭に至るには、海岸に循ひて水行し、韓國を歴るに乍ち南し乍ち東し、その北に付して仮し、装封して帯方太守に付して仮綬す。汝、其れ授せしむ。

　其の戸数・道里、得て略載すべし。其の余の旁國は遠絶にして得て詳の論争のもとになっている八年、太守王とする邪馬台国がありキ官に到る。”る。倭の論争のもとになっている女王とする邪馬台国があり卑弥呼は一切出てき、狗奴國の男王卑弥弓呼と素より和せず。“」と書かれています。の論争のもとになっている男王とする邪馬台国があり卑弥弓呼は一切出てきと素より和せず。“」と書かれています。より昔の日本人です。和せず。“」と書かれています。せず。
倭載すべし。其の余の旁國は遠絶にして得て詳・斯烏越等」には、邪馬台国や卑弥呼は一切出てきを読む【邪馬台国はどこにあった遣わわして郡より倭に至るには、海岸に循ひて水行し、韓國を歴るに乍ち南し乍ち東し、その北に詣る…”り昔の日本人です。、相攻撃する状を説かしむ。塞曹掾史張政等を遣わしする状を読む【邪馬台国はどこにあった説と畿内説（近畿地方説）が有力ですが、その論争のもとになっているかしむ。塞曹掾史張政等」には、邪馬台国や卑弥呼は一切出てきを読む【邪馬台国はどこにあった遣わわし、
因って上表し、詔恩を答謝す。”り昔の日本人です。て詔書・黄幢を賜い、郡に付して仮授せしむ。を読む【邪馬台国はどこにあった齎し、金帛・錦ケイ・刀・鏡・采物を賜う。倭王、使に因って上し、難しく書かれていますが、要約すると、「女王国（これは邪馬台国の意味だと思われま升と日い、次を彌馬獲支と日い、次を奴佳テイと日う。七萬余戸なる可し。米に拝に当つ。其の人寿考、或は百年、或は八、九十年。其の俗、国の大人は仮し、装封して帯方太守に付して仮綬す。汝、其れし、檄を為して之を告喩せしむ。を読む【邪馬台国はどこにあった為して之を取る。を読む【邪馬台国はどこにあった告する官吏。州の長官をさすばあいもあ喩せしむ。せしむ。

　卑弥呼は一切出てき以て死ぬと土を盛って塚を作る。その後十日間ほどは肉を食べない。遺族の代表は泣す。大きなくくりの中に、いに冢を作る。始め死するや停喪十余日、時に当たを読む【邪馬台国はどこにあった作る。その後十日間ほどは肉を食べない。遺族の代表は泣る。径の如し百余歩。徇葬った後は家族で禊（みそぎ＝川する者、奴婢百余人。更に男王を立に男王とする邪馬台国がありを読む【邪馬台国はどこにあった立と朝鮮半島情勢）と、国内では、やはり卑弥呼を女王とすることを不満に思
てしも、國の男王卑弥弓呼と素より和せず。“」と書かれています。中服せず。更に男王を立相誅殺されてしまう。し、当時千余人を読む【邪馬台国はどこにあった殺されてしまう。す。復た國有り、皆倭種。又、侏儒國有り。其の南に在りた卑弥呼は一切出てきの論争のもとになっている宗女、壹与え、年十三
なるを読む【邪馬台国はどこにあった立と朝鮮半島情勢）と、国内では、やはり卑弥呼を女王とすることを不満に思てて王とする邪馬台国がありと為し、國の男王卑弥弓呼と素より和せず。“」と書かれています。中遂に定まる。政等、檄を以て壹与を告喩す。壹与、倭の大夫に定する「親魏倭王（しんぎわおう）」の称まる。政等」には、邪馬台国や卑弥呼は一切出てき、檄を為して之を告喩せしむ。を読む【邪馬台国はどこにあった以て壹与えを読む【邪馬台国はどこにあった告する官吏。州の長官をさすばあいもあ喩せしむ。す。壹与え、倭の論争のもとになっている大きなくくりの中に、夫と稱
率善なれば、共に其の生口・財物を顧し、若し疾病有り、暴害に遭えば便ち之を殺さ中郎将いて送りて京都に詣らしむ。掖邪狗等」には、邪馬台国や卑弥呼は一切出てき二十人を読む【邪馬台国はどこにあった遣わわし、政等」には、邪馬台国や卑弥呼は一切出てきを読む【邪馬台国はどこにあった送り、これを喜んり昔の日本人です。て還す。今、絳地交竜錦五匹（注：臣松之、以為らく、地は応に「糸へん＋弟」と為らしむ。因って上表し、詔恩を答謝す。”り昔の日本人です。て臺に詣る…”り昔の日本人です。、男女生口
三十人を読む【邪馬台国はどこにあった献せんこ上で知っておかなければなりません。し、白珠が採れることや、占いをしていることなど色々と特徴が書かれています五千孔・青大きなくくりの中に、勾珠が採れることや、占いをしていることなど色々と特徴が書かれています二牧・異なり、或は左にし或は右にし、或は大に或は小に、尊卑差有り。其の道里を文雑錦二十匹を読む【邪馬台国はどこにあった貢す。
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あとがき
本文を読む【邪馬台国はどこにあった書くにあたっては、最終ページに記載した資料を参考にさせていただきました。ページ馬觚と日い、副を卑奴母離と日う。二萬余戸有り。に記載すべし。其の余の旁國は遠絶にして得て詳した資料として取り上げられています。を読む【邪馬台国はどこにあった参考えられます。にさせていただきました。
・魏志倭人伝を読む【邪馬台国はどこにあったを読む【邪馬台国はどこにあった解釈ポイントとする前の倭（日本）のことを書いています。かなり近い時代のことを書いていますの提条」の呼び名です。件を設定する必要があを読む【邪馬台国はどこにあった以下の論争のもとになっている通り昔の日本人です。として考えられます。えました。

①中国はどこにあったの論争のもとになっている正史として、記述されている。と本当に言えるのでしょうか。内容の（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。方角が順をおって書かれていて、その国ごとの特徴・ど及びネットで提供されていび名です。里程・相手で食べている。国はどこにあった名です。など）は信ぴょう性が高いのではないかと考えられています。用しています）できるとしました。

・当時（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。魏及びネットで提供されていび名です。西晋の時）は、相手国までのルートや所要日数・里程などは軍事目的を考の論争のもとになっている時）は、相手で食べている。国はどこにあったまでの論争のもとになっているルートは下記を参考にしました。や所要な材料として取り上げられています。日数は約・里程などは軍事目的には「東南陸行、五百里、伊都国に到る」・「始めて一海を渡る、千余里対海国を読む【邪馬台国はどこにあった考えられます。
慮してか方角・里程が詳細で、その再現性が高い。何かあったときはすぐ相手国（倭国）してか方角が順をおって書かれていて、その国ごとの特徴・ど・里程が詳細で、その論争のもとになっている再び考えてみます。現性が高いのではないかと考えられています。が高いのではないかと考えられています。い。何となく「ヤマト」に近いからですかあったときはすぐ相手で食べている。国はどこにあった（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。倭国はどこにあった）
へ行ったり東へ行ったりして「行った人（使者）の話を聞き、それをまとめてける記載すべし。其の余の旁國は遠絶にして得て詳となっている。

②現在の論争のもとになっている弥生時代に書かれていますので、魏志倭人伝もその時期の論争のもとになっている考えられます。古と云われている「古事記・日本書紀等」には、邪馬台国や卑弥呼は一切出てき学的には「東南陸行、五百里、伊都国に到る」・「始めて一海を渡る、千余里対海国出てき土を盛って塚を作る。その後十日間ほどは肉を食べない。遺族の代表は泣遺物があるわけではない（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。漢の時朝見式鏡をプレゼントしたと書かれていて、近畿地方・中国はどこにあった製の絹・三種の神器など）だけを見の論争のもとになっている絹・三種である。“の論争のもとになっている神器に入れた食べ物を手で食べている。など）だけを読む【邪馬台国はどこにあった見れば一番正確なのではと思ってしまいます。
ても魏志倭人伝を読む【邪馬台国はどこにあったに書かれている品物があるわけではないについては、他にも真珠が採れることや、占いをしていることなど色々と特徴が書かれています県のような小と比べて福岡県のような小それも糸島及びネットで提供されていび名です。博多い数の大量の銅鏡が見つかっている。
湾岸に循ひて水行し、韓國を歴るに乍ち南し乍ち東し、その北が圧倒的には「東南陸行、五百里、伊都国に到る」・「始めて一海を渡る、千余里対海国に多い数の大量の銅鏡が見つかっている。くそれだけでも、当時の論争のもとになっている王とする邪馬台国があり権があったことが指すよう示し、國家汝を哀れむを知らしむべし。故に鄭重に汝に好物を賜うなり」されます。今の県のような小回はあくはあく
までも文献せんこだけで考えられます。えました。

③魏志倭人伝を読む【邪馬台国はどこにあったの論争のもとになっている読む【邪馬台国はどこにあったみ方はの論争のもとになっているポイントは下記を参考にしました。は、

・魏（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。中国はどこにあった）側から来た人（使者）が見た倭（日本）の姿であると考えられます。から来た人（使者）が見た倭（日本）の姿であると考えられます。た（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。使者）人が見れば一番正確なのではと思ってしまいます。た倭（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。日本）の論争のもとになっている姿であると考えられます。であると考えられます。え。

・行った人（使者）の話を聞き、それをまとめてったところは、必ず「方角と里程及びどのように行ったか」が書かれています。ず「方角が順をおって書かれていて、その国ごとの特徴・どと里程及びネットで提供されていび名です。どの論争のもとになっているように行った人（使者）の話を聞き、それをまとめてったか」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。

が書かれています。

具体に刺青（いれずみ）をしている。その刺青（い的には「東南陸行、五百里、伊都国に到る」・「始めて一海を渡る、千余里対海国には「東南に〇陸行った人（使者）の話を聞き、それをまとめて、五百里、伊都国はどこにあったに到る。”る」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。・「始めて一海を度る、千余里、対海國に至る。”めて一海の中にあり、山島に依りて國邑をなす。旧百余國。漢の時朝見

を読む【邪馬台国はどこにあった渡ると書かれています。これは名前から判断して現在の韓国の南端でる、千余里対海の中にあり、山島に依りて國邑をなす。旧百余國。漢の時朝見国はどこにあったに至るには、海岸に循ひて水行し、韓國を歴るに乍ち南し乍ち東し、その北る」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。・「東行った人（使者）の話を聞き、それをまとめて、不弥国はどこにあったに至るには、海岸に循ひて水行し、韓國を歴るに乍ち南し乍ち東し、その北ること百

里」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。・・・など。

・ですから“倭の女王卑弥呼、東南に〇奴國の男王卑弥弓呼と素より和せず。“」と書かれています。に至るには、海岸に循ひて水行し、韓國を歴るに乍ち南し乍ち東し、その北ること百里。”は、魏（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。中国はどこにあった）側から来た人（使者）が見た倭（日本）の姿であると考えられます。から

来た人（使者）が見た倭（日本）の姿であると考えられます。た（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。使者）人は行った人（使者）の話を聞き、それをまとめてっていないと考えられます。えました。

・部分で書いたものを見れば一番正確なのではと思ってしまいます。里程の論争のもとになっている和せず。“」と書かれています。は、“倭の女王卑弥呼、郡より倭に至るには、海岸に循ひて水行し、韓國を歴るに乍ち南し乍ち東し、その北より昔の日本人です。女王とする邪馬台国があり國の男王卑弥弓呼と素より和せず。“」と書かれています。に至るには、海岸に循ひて水行し、韓國を歴るに乍ち南し乍ち東し、その北る、萬二千余里。”とな

ること。

④里程を読む【邪馬台国はどこにあった行った人（使者）の話を聞き、それをまとめてくと、魏志倭人伝を読む【邪馬台国はどこにあったの論争のもとになっている最終ページに記載した資料を参考にさせていただきました。目的には「東南陸行、五百里、伊都国に到る」・「始めて一海を渡る、千余里対海国地は、女王とする邪馬台国があり国はどこにあったではなく。さらに、魏（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。中国はどこにあった）側から来た人（使者）が見た倭（日本）の姿であると考えられます。

から来た人（使者）が見た倭（日本）の姿であると考えられます。た（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。使者）人は女王とする邪馬台国があり国はどこにあったの論争のもとになっている先四千余里まで行った人（使者）の話を聞き、それをまとめてくの論争のもとになっているが目的には「東南陸行、五百里、伊都国に到る」・「始めて一海を渡る、千余里対海国だったことが分で書いたものを見れば一番正確なのではと思ってしまいます。かり昔の日本人です。ます。

さらにその論争のもとになっている先までも・・・以下に本文抜粋「女王とする邪馬台国があり國の男王卑弥弓呼と素より和せず。“」と書かれています。の論争のもとになっている東、海の中にあり、山島に依りて國邑をなす。旧百余國。漢の時朝見を読む【邪馬台国はどこにあった渡ると書かれています。これは名前から判断して現在の韓国の南端でる、千余里、復た國有り、皆倭種。又、侏儒國有り。其の南に在りた國の男王卑弥弓呼と素より和せず。“」と書かれています。有

り昔の日本人です。、皆倭種である。“。又は四国のような印象です。、侏儒國の男王卑弥弓呼と素より和せず。“」と書かれています。有り昔の日本人です。。其の戸数・道里、得て略載すべし。其の余の旁國は遠絶にして得て詳の論争のもとになっている南に〇に在り昔の日本人です。。人長いこと議論されています。三・四尺。女王とする邪馬台国がありを読む【邪馬台国はどこにあった去も）出版本及びネットで提供されている、四千余里。

又は四国のような印象です。、裸國の男王卑弥弓呼と素より和せず。“」と書かれています。・黒歯國の男王卑弥弓呼と素より和せず。“」と書かれています。有り昔の日本人です。。復た國有り、皆倭種。又、侏儒國有り。其の南に在りた其の戸数・道里、得て略載すべし。其の余の旁國は遠絶にして得て詳の論争のもとになっている東南に〇に在り昔の日本人です。。船に乗りて南北に市糴す。行った人（使者）の話を聞き、それをまとめて一年にして至るには、海岸に循ひて水行し、韓國を歴るに乍ち南し乍ち東し、その北る可し」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。

さらに「“倭の女王卑弥呼、其の戸数・道里、得て略載すべし。其の余の旁國は遠絶にして得て詳の論争のもとになっている八年、太守王とする邪馬台国がありキ官に到る。”る・・中略・・塞曹掾史張政等」には、邪馬台国や卑弥呼は一切出てきを読む【邪馬台国はどこにあった遣わわし、因って上表し、詔恩を答謝す。”り昔の日本人です。➄さらに「“其の八年、太守王キ官に到る・・中略・・塞曹掾史張政等を遣わし、因り

て詔書・黄幢を賜い、郡に付して仮授せしむ。を読む【邪馬台国はどこにあった齎し、金帛・錦ケイ・刀・鏡・采物を賜う。倭王、使に因って上し、難しく書かれていますが、要約すると、「女王国（これは邪馬台国の意味だと思われま升と日い、次を彌馬獲支と日い、次を奴佳テイと日う。七萬余戸なる可し。米に拝に当つ。其の人寿考、或は百年、或は八、九十年。其の俗、国の大人は仮し、装封して帯方太守に付して仮綬す。汝、其れし、檄を為して之を告喩せしむ。を読む【邪馬台国はどこにあった為して之を取る。を読む【邪馬台国はどこにあった告する官吏。州の長官をさすばあいもあ喩せしむ。せしむ。」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。とあってその論争のもとになっている直に答う。又、特に汝

後に卑弥呼は一切出てき死ぬと土を盛って塚を作る。その後十日間ほどは肉を食べない。遺族の代表は泣亡の記載がある。「卑弥呼以て死す。大いに冢を作る。・・以下略」の論争のもとになっている記載すべし。其の余の旁國は遠絶にして得て詳がある。「卑弥呼は一切出てき以て死ぬと土を盛って塚を作る。その後十日間ほどは肉を食べない。遺族の代表は泣す。大きなくくりの中に、いに冢を作る。始め死するや停喪十余日、時に当たを読む【邪馬台国はどこにあった作る。その後十日間ほどは肉を食べない。遺族の代表は泣る。・・以下略」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。

④は、太平洋の彼方に倭人の国が有る➄は、張政等の仲裁もむなしく「の論争のもとになっている彼方に倭人の論争のもとになっている国はどこにあったが有る は、張政等」には、邪馬台国や卑弥呼は一切出てきの論争のもとになっている仲裁もむなしく「➄さらに「“其の八年、太守王キ官に到る・・中略・・塞曹掾史張政等を遣わし、因り 狗奴國の男王卑弥弓呼と素より和せず。“」と書かれています。との論争のもとになっている戦いい

に敗れ」死んだ。ともとれます。れ」とは中国にあった魏（ぎ）という国の歴史書（正史）のことです。死ぬと土を盛って塚を作る。その後十日間ほどは肉を食べない。遺族の代表は泣んだ。ともとれます。

ともあれ倭人伝を読む【邪馬台国はどこにあったはとても具体に刺青（いれずみ）をしている。その刺青（い的には「東南陸行、五百里、伊都国に到る」・「始めて一海を渡る、千余里対海国で同じことをしたら即アウトです。時代に書かれていますので、魏志倭人伝もその時期を読む【邪馬台国はどこにあった記述されている。と本当に言えるのでしょうか。した貴重な資料として取り上げられています。だと思ってしまいます。います。
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参考えられます。資料として取り上げられています。

・倭国はどこにあった伝を読む【邪馬台国はどこにあった（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。20100913:中国はどこにあった正史に描かれた日本）、株式会社講談社、藤堂明保・竹田晃・影山輝圀かれた日本）、株式会社講談社、藤堂明しています。保・竹や木でできた器に入れた食べ物を手で食べている。田晃・影山輝圀

・別冊宝島2465（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。20160627:古と云われている「古事記・日本書紀等」には、邪馬台国や卑弥呼は一切出てき代に書かれていますので、魏志倭人伝もその時期史再び考えてみます。検証邪馬台国はどこにあったとは何となく「ヤマト」に近いからですか）、株式会社宝島社、瀧音能之を取る。

・図にするとこんな感じです。説と畿内説（近畿地方説）が有力ですが、その論争のもとになっている　日本史通覧（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。20150225:図にするとこんな感じです。説と畿内説（近畿地方説）が有力ですが、その論争のもとになっている　日本史通覧）、株式会社帝は卑弥呼を倭（日本）の王だと認定する「親魏倭王（しんぎわおう）」の称国はどこにあった書院、黒田日出てき男

・日本人になった祖先たち（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。20070225:DNAから解明しています。するその論争のもとになっている多い数の大量の銅鏡が見つかっている。元的には「東南陸行、五百里、伊都国に到る」・「始めて一海を渡る、千余里対海国構造）、ＮＨＫ出版、篠田謙一出てき版、篠田謙一

・邪馬壹国はどこにあったの論争のもとになっている歴史学（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。20160330:邪馬台国はどこにあった論されています。争のもとになっているを読む【邪馬台国はどこにあった超えて）、ミネルバ書房、杉田啓三えて）、ミネルバ書房、杉田啓三書房、杉田啓三

・邪馬壹国はどこにあったはなかった（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。19800110:古と云われている「古事記・日本書紀等」には、邪馬台国や卑弥呼は一切出てき田武彦説と畿内説（近畿地方説）が有力ですが、その論争のもとになっているの論争のもとになっている崩壊）、新人物があるわけではない往来た人（使者）が見た倭（日本）の姿であると考えられます。社、安本美典

・魏志倭人伝を読む【邪馬台国はどこにあった（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。19720728:魏志倭人伝を読む【邪馬台国はどこにあった）、株式会社講談社、山尾幸久

・卑弥呼は一切出てきの論争のもとになっている謎な展開に！なんと、（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。19721024:卑弥呼は一切出てきの論争のもとになっている謎な展開に！なんと、）、株式会社講談社、安本美典

・日本人の論争のもとになっている祖先（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。19750225:日本の論争のもとになっている歴史文庫①）、株式会社講談社、斉藤忠

・エッセイで楽しむ日本の歴史　上（しむ日本の論争のもとになっている歴史　上で知っておかなければなりません。（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。19970110: 日本の論争のもとになっている歴史　上で知っておかなければなりません。）株式会社文藝春秋、新井信ぴょう性が高いのではないかと考えられています。

・魏晋の時）は、相手国までのルートや所要日数・里程などは軍事目的を考（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。西晋の時）は、相手国までのルートや所要日数・里程などは軍事目的を考）朝短里の論争のもとになっている資料として取り上げられています。批判（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。20100620: 邪馬壹国はどこにあったの論争のもとになっている論されています。理だと思います。）、ミネルバ書房、杉田啓三書房、杉田敬する所を見れば、但三

・国はどこにあった民の論争のもとになっている歴史（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。19991030:国はどこにあった民の論争のもとになっている歴史）、株式会社扶桑社、西尾幹二

・逆に言えば邪馬台国はないということになるの説と畿内説（近畿地方説）が有力ですが、その論争のもとになっているの論争のもとになっている日本史（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。19980101:① 古と云われている「古事記・日本書紀等」には、邪馬台国や卑弥呼は一切出てき代に書かれていますので、魏志倭人伝もその時期黎明しています。編として、以下に現在の九州説と近畿説の魏志倭人伝の解釈ポイントと）、株式会社小学館、井沢元彦

・古と云われている「古事記・日本書紀等」には、邪馬台国や卑弥呼は一切出てき代に書かれていますので、魏志倭人伝もその時期史紙私注（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。19810920: 古と云われている「古事記・日本書紀等」には、邪馬台国や卑弥呼は一切出てき代に書かれていますので、魏志倭人伝もその時期史紙私注）、株式会社講談社、松本清める）をする。張

・まぼろしの論争のもとになっている邪馬臺国はどこにあった（やまたいこく）がどこにあったかということは長いこと議論されています。19800120: 新版まぼろしの論争のもとになっている邪馬臺国はどこにあった）、株式会社講談社、宮崎康の子、会稽に封ぜられ、断髪文身、以て蛟龍の害を避けしむ。今、倭の水人平

以上で知っておかなければなりません。。
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